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前橋市は名蜂赤城山にいだかれ、坂東太郎で名高い利根川が流れ  

る山柴水明の地であります。  

赤城山南詫、前橋台地上には旧石器時代からの人々の生活の営み  

の跡が見出され、特に古墳時代には大室古墳群、広瀬朝倉古墳群、  

総社古墳群をはじめ数多くの古墳が作られ、東国の中心地として栄  

えてきました。   

荒子小学校校庭遺跡は荒子小学校校庭拡張に伴う発掘調査である0  

荒子小学校周辺では昭和27年に校庭より住居跡が発見されており、  

北東300mの荒砥上西原遺跡は勢多の郡衛跡とも考えられています。   

本遺跡から発見された銅印「識」も上西原遺跡との係りが考えら  

れています。   

本報告苔を刊行するにあたり援助、協力をいただいた関係各課に  

厚くお礼を申し上げます。   

本遺跡の一部が関係各課の御尽力により校庭の緑地帯に保存され、  

活用されますことは文化財保護においてこの上ない喜びであります0   

また、本発掘調査に際し、山武考古学研究所・所長をはじめ、調  

査担当者・作業員に感謝申し上げます。   

本報告喜が斯学の発展のため寄与できれば幸いと存じます。  

平成2年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長 二 瓶 益 巳   



l：：＝l  

1・この報告書は、前橋市立荒子小学校校舎増設地内（前橋市荒子町大字川籠背戸字大久保地   

内）における埋蔵文化財発掘調査に関するものである。  

2・本遺跡の名称は、昭和38・39年に群馬大学によって発掘調査された「荒子小学校校庭遺跡」   

と同じ台地上に位置する調査区のため、同一名称を用いた。また調査期間の都合上、便宜的   

にⅡ・Ⅲの名称を付したが、本書では資料を→括して掲載している。  

3・現地調査は前橋市教育委員会の指導のもとに前橋市埋蔵文化財発掘調査団を組織し、山武   

考古学研究所が担当した。  

4・本遺跡の現地調査は「荒子小学校校庭Ⅱ遺跡」が平成元年2月20日から同年3月28日、「荒   

子小学校校庭Ⅲ遺跡」が平成元年6月22日から同年8月23日まで行った。  

5．本書の執筆分坦は以下の通りである。  

Ⅰ   井野誠一  （前橋市教育委員会 文化財保護課 主任）  

Ⅱ・Ⅲ 湯原勝美・安藤杜夫 （山武考古学研究所 所員）  

Ⅳ  石塚三夫  （  〝  ）  

Ⅴ  千田幸生・武部喜充 （  〝  ）  

9の（1）ほ国立歴史民俗博物館情報資料研究部の永嶋正春氏に依頼し玉稿を賜った。  

Ⅵ  千田幸生・武部喜充  

6・墨書土器の赤外線テレビカメラによる撮影及び判読、線刻紡錘車の判読は国立歴史民俗博  

物館歴史研究部の平川南氏にお願いした。  

7・3号住居跡出土の銅印の文字鑑定は文化庁文化財専門審議委員木内武男氏にお願いした。  

8・本書の編集は千田・武部が行い、山武考古学研究所所長平岡和夫が総括した。  

9・発掘調査から本書刊行に至るまで、下記の方々に御指導、御助言を賜った。記して感謝の  

意を表す次第であります。   

群馬県教育委員会 前沢和之氏、群馬県県史編さん重 松田猛氏。  

凡  例  

1・第1図は国土地理院発行2万5千分の1「大胡」を使用した。  

、黒色処理土器E二］を示す。  2・スクリーントーンほ灰粕陶器の粕部分   

3・遺物断面の黒塗りは還元焔焼成による須恵器を示す。  

4・挿図中のドットは●で土器、▲で鉄器、■で石製品を示す。  

5・遺物の写真横に付した番号は挿図中の番号と一致し、写真を割愛した遺物の番号は欠番と   

なっている。   
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Ⅰ 調査に至る経緯：  

昭和62年11月   

同月11日付で総務課より埋蔵文化財の表面調査依頼が提出される。   

同月24日、総務課あてに、周知の遺跡地であり、事前調査が必要である旨回答する。   

また、文化財調査費用について回答を行う。  

昭和63年4月   

同月13目付で前橋市長藤嶋清多氏より、土地収用法第18条第2項第5号の規定に基づく意   

見についての照会があり、18日付で発掘調査が必要な旨回答する。  

昭和63年10月   

同月11日付で前橋市教育委員会教育長岡本信正氏より、埋蔵文化財発掘調査についての依   

栃が提出される。   

同月14目付で前橋市埋蔵文化財発掘調査団に発掘調査依頼を行う。  

平成元年1月   

同月14日付で調査実施が決まり、山武考古学研究所と調査の委託契約を締結する。   

買収の都合で遺跡地の北半を荒子小学校校庭Ⅱ遺跡とし、昭和63年度に調査を行い、南半   

を荒子小学校校庭Ⅲ遺跡とし、平成元年度に調査を実施することとする。   

調査は3月27日まで実施され、奈良・平安時代の住居跡12軒、掘立柱建物跡4棟、溝1条、   

井戸3基、土拡13基、道跡1が検出される。遺物として3号住居跡より鋼印「識」が出土。  

平成元年4月   

同月18日付で、埋蔵文化財発掘調査（南半部）の依頼が提出される。   

同月19目付で、前橋市埋蔵文化財発掘調査団に調査を依頼する。  

平成元年6月   

同月14日付で、前橋市長藤嶋清多と前橋市埋蔵文化財発掘調査団団長二瓶益巳との間に、   

埋蔵文化財発掘調査委託に関する覚書を締結する。   

同月16日に調査について、三者契約による委託契約とすることが決まり、19日付で、調査   

団を立合者とし、前橋市長藤嶋清多と山武考古学研究所所長平岡和夫の間で委託契約が締   

結。   

調査は8月23日まで実施され、奈良・平安時代の住居跡14軒、溝1条、井戸2基、土拡20   

基、道跡1が検出される。   

なお、遺跡？うち住居跡1軒と掘立柱建物跡1棟が検出地を緑地帯として保存・活用がな   

されることになった。  

（注、荒子小学校校庭遺跡は、昭和27年に住居跡1軒、昭和38年に住居跡5軒が調査検出   

されている。）  
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Ⅱ 調査の組織  

団  長  二瓶 益巳（前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長）  

調査指導  井野 誠一（前橋市教育委員会 社会教育課文化財保護係主任）  

平岡 和夫（山武考古学研究所 所長）  

調査担当  安藤 杜夫（山武考古学研究所 資料室係長）  

湯原 勝美（山武考古学研究所 調査研究員）  

伊庭 彰一（山武考古学研究所 調査研究員）  

発掘参加者   

相京清子、朝生タカ、阿部シゲ子、飯島キクエ、飯島民弥、飯島実、石井百々子、石関うめ  

子、石関コズェ、石田いつ、伊藤順子、井野芳雄、江原信二、大沢やよい、大関郁恵、岡田誉  

富、岡田ナオ、小沼あき、小渕丑子、小保方豊五郎、片岡美和子、勝田キミエ、鹿沼かほる、  

木島久子、木村かく乃、木村源次郎、木村玉代、木村つや子、木村はる子、久保田海一郎、高  

坂とよ子、高坂なみ、高坂花子、高坂やすの、小屋たみ子、坂牧光枝、新保永二、新保勝太郎、  

新保隆、新保富恵、新保昌子、新保まつ、新保松乃、新保幸永、須藤とくの、須藤なお子、高  

橋きしの、田中善四郎、鳥山初子、内藤たか、根本時子、羽鳥イソヨ、原島なか、福島逸司、  

藤崎徳恵、藤塚千恵子、星野ふじ、堀越うめ子、堀越くに、堀越豊、本間富子、松永シマ子、  

摩庭幸恵、宮川いち子、三宅美知子、山口里江、山田由美子、横沢信子、吉田やす江  

Ⅲ 調査の経過   

調査期間ほ荒子小学校校庭Ⅱ遺跡が平成元年2月20日から同年3月28日まで、同Ⅲ遺跡が平  

成元年6月22日から同年8月23日までである。  

【荒子小学校校庭Ⅱ遺跡】  

2月20日～3月4日 調査区内は桑畑として使用されていたため抜根作業から開始し、そ  

の後は表土除去作業となった。表土は厚さが30～50cmで、耕作による撹乱がロー  

ム層上面まで達している箇所もあった。  

3月1日～3月6日 遺構確認面を助連で平滑にし、確認作業を行った。北側にビットを  

多数確認したが、桑の抜板の可能性が強い。北調査区の中央に重複したものも  

含めて竪穴住居跡を9軒確認した。また南側に掘立柱建物跡を2棟確認した。  

南調査区からは土拡状の落ち込みとピット群を確認した。  

3月8日～3月10日 3～6号住居跡の掘下げを開始。また、土拡状の落ち込みを半裁し  

ながら調査を進めた。  
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3月13日～17日 3号住居跡の西壁際から床着の状態で銅製の印が出土した。遺存状態は  

すこぶる良好である。南調査区の土拡状の落ち込みは3基が掘り込みの深い井  

戸跡となり、1基は大きな風倒木痕と判明した。15日から据立柱建物跡の調査  

を開始した。桑の抜根とも重なって判別しにくかったが、3棟の掘立柱建物跡  

を検出した。  

3月18日～22日 竪穴住居跡ほ12軒確認され、いずれも20日までにカマドを残した状態で  

掘り下げを終了した。また、21日からは1・2号溝状遺構の調査を開始した。  

重複している住居跡が何軒かあり、そのうちの7・8号住居跡の重複関係ほ土  

層断面から8号住居跡の方が新しいことが判明した。共にカマドは東壁に付設  

されている。  

3月23日 本日は荒子小学校の6年生（約90名）を対象として現地説明会を実施した。作  

業ほ住居跡のカマド調査を中心に行った。  

3月24日～27日 3号井戸は上屋を有する井戸跡と判明した。住居跡のカマド調査は27日  

で全て終了した。また、27日から全体測量図の作成を開始した。  

3月28日 遺跡の全体測量図を作成し、遺跡全景撮影をして全ての調査を終了した。  

【荒子小学校校庭Ⅲ遺跡】  

6月21日 調査前の現況写真撮影を行い、調査区域を確認し、安全対策として調査区境界  

沿いにロープを張った。  

6月22日～7月1日 Ⅱ遺跡と同様に本遺跡も桑畑として使用されていたため抜根作業か  

ら開始し、その後は表土除去作業を行った。前回のⅡ遺跡よりも表土が厚く、  

なかでも調査区南側は谷状に深くなっており、表土が1m以上も堆積していた。  

7月3日～18日 7月初旬から雨天の日が多く表土除去作業は予定していたよりも手間取  

った。結局、表土除去作業が終了したのは18日となった。また、表土除去と併  

行して遺構確認作業を行い、その結果、13軒の竪穴住居跡と溝状遺構2条と多  

数の土拡状の落ち込みを確認した。  

7月19日～29日 確認した遺構の配置図を作成し、溝状遺構と16・19・25号住居跡の掘り  

下げを開始した。  

7月31日～8月5日 竪穴住居跡の調査を中心に作業を進めた。住居跡の重複している所  

は3箇所で合計7軒である。  

8月7日～19日 住居跡のカマド調査と土拡状の落ち込みの掘り下げを中心に作業を進め  

た。  

8月21日～23日 調査区南側から最後に確認した26号住居跡を掘り下げ、カマド調査を行  

った。23日午前中までに遺跡全体測量図を作成し、遺跡全景撮影をして全ての  

調査を終了した。  
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第l図 荒子小学校校庭Ⅱ・Ⅲ遺跡と周辺の遺跡  
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Ⅳ 遺跡の位置と環境   

荒子小学校校庭Ⅱ・Ⅲ遺跡ほ赤城山麓にあたる前橋市荒子町川寵青戸に所在し、市街地から  

東へ約7．5kmの位置にある。本遺跡の立地する赤城山南麓の基盤層ほ火山泥流堆積物によって  

形成されており、周辺地域の地表面は下部ローム以上を堆積する洪積台地と、ロームの二次堆  

積である砂壌土性の徴高地、及び宮川によって形成された沖積地とで成り立っている。宮川は  

旧利根川の第三次支川で、荒砥川に合流した後に旧利根川筋の桃ノ木川から現利根川へ流下す  

る。現在では、水田潅漑のために中流域で「探っ堀」と称する用水に接続されて他地域から水  

補給が行われている。   

周辺でほ先土器時代から近世に至るまでの多くの遺跡が発掘調査されており、ここで時代別  

に本地域の遺跡分布を概観してみたい。   

表1 周辺の遺跡一覧表  

2   

校庭遺跡   
田  

・平安集落   

26  宮 下 遺 跡  弥生後期住居、古墳後期  

集落奈良・平安集落   l出目、ハ■哨揃l即舶L奈   

一う子■   昆∴サ左肘．軋‥1．■．  
北三木堂古墳群  ‾■   

わる■l：1、Ⅰう怖れ‾卜水田掛  う子  大 日 遺 跡 群  古墳後期・奈良・平安集  
28   落・水田跡  

代周溝墓  1R  今♯神：汁古I舌群  l甘口丁終円増、円埼27其   
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先土器時代ほ、柳久保遺跡・三屋遺跡・北三木堂遺跡で、尖頭器などが出土している。今後  

の発掘調査によって遺跡数が増えると考えられる。   

絶文時代は、草創期が荒砥北原遺跡・北三木望遠跡、早期が柳久保遺跡・荒砥北原遺跡、前  

期が下鶴谷遺跡・荒砥宮田遺跡・東原遺跡・鶴谷遺跡、中期が荒砥諏訪遺跡・荒砥北原遺跡、  

後期が島原遺跡・荒砥上川久保遺跡が知られている。晩期の遺跡はまだ発見されていない。   

弥生時代は、中期が島原遺跡・頭無遺跡・荒口前原遺跡、後期は宮下遺跡・セツ石遺跡が知  

られている。   

古墳時代は前期から急激に遺跡数が増加する。前期ほ荒砥宮田遺跡・荒砥上之坊遺跡の集落  

跡、他に荒砥前原遺跡・荒砥諏訪遺跡・堤東遺跡などで方形周溝墓群が知られている。中期は  

柳久保遺跡などの集落跡、他に荒砥荒子遺跡・丸山通跡で豪族居館跡が発見されている。後期  

は山ノ上古墳・茂木古墳・今井神社古墳など数多くの古墳が築造され、群集墳を形成するよう  

になり、県下有数の古墳密集地帯を形成している。   

奈良・平安時代になると、近隣の台地上には数多くの集落が営まれるようになり、普遍的に  

人々の生活を支える水田跡も発見例が増加している。集落跡は中鶴谷遺跡・頭無遺跡などが知  

られ、浅間B軽石によって埋没した水田跡は、柳久保水田跡などが知られている。また上西原  

遺跡では柵列と溝によって方形に区画され中央に基壇建物を持つ遺構が発見され、こ．の地が古  

代の上野国勢多郡の中心（郡衛）と想定されている。   

中世では、大童城・今井城などの城郭跡が知られている。  

第2図 荒子小学校校庭Ⅱ・Ⅲ遺跡の位置  
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Ⅴ 検出された遺構と遺物   

本遺跡で検出された遺構は竪穴住居跡26軒、掘立柱建物跡4棟、溝5粂、土拡33基、井戸5  

基、遺跡1である。  

1竪穴住居跡   

検出された26軒はすべて奈良・平安時代と考えられ、南側の谷部分を除いて、調査区のはぼ  

全域に分布する。   

l号住居跡（第4・5図、図版4－1、表2）   

本跡は調査区北東側A－4・5グリッドで検出された。ほとんどが調査区外で、南東側コー  

ナーのみの検出である。方形を呈すると思われ、壁高は30c皿、周溝も検出されている。カマド  

ほ検出されていない。遺物は覆土中から少量出土している。  

N
④
 
 ＿．1l′  

一号住居跡  
1層 暗褐色土 焼土粒子、ローム粒子混入。   
2層 陪褐色土 ローム粒子混入。   
3層 暗褐色土 焼土粒子、ローム粒子混入。   
4層 暗褐色土 焼土粒子混入。  

0  1  2m  

第4図1号住居跡   

表2 一号住居跡出土遺物憫察表  
些  

外面平行叩き日。  白色鉱物  
白   内面ナデ調整。  を含む。   

底径－   

：二ミ  ・ 
葦己二三苺  ■■■ 

望≡ごi‡二‡空三云；己 

第5図1号住居跡の遺物  
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2号住居跡  

1層 暗褐色土 ローム小ブロック及び  
廃土粒子混入。  

2層 暗褐色土 ロームブロック及び  
溌土粒子少量混入。  

踊 褐 色 土 ローム粒子を少且含む。  

E
O
り
．
亮
一
＝
J
 
可
 
 

O 2叩   

■く  

黒褐色土 廃土粒子混入。  
黒褐色士 族土粒子少量混入。  
暗褐色土 ローム粒子少量混入。  
暗褐色土 煉土粒子及びローム小粒子混入  
明視色土 粘土質、焼土粒子混入。  
暗褐色土 ローム粒子混入。  
暗褐色土 ローム小フロック及び焼土混入。  
黒褐色土 ロームブロック混入。  
黒褐色土 ロームブロック混入。  
明茶褐色土 ローム粒子をやや多く混入。  
黒褐色土 廃土粒子混入。  
黒黄褐色土 廃土粒子やや多く混入。  
黒黄褐色土 粘土質、焼土混入。  
黒褐色土 塊土粒子混入。   

1  

2  

3  

・t  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

a L＝120．70m  

第6図 2号住居跡とカマド  
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ノ   

ー ノ  

二∴＿二ゝ  
10   

10cm  l一 」   

第7図 2号住居跡の遺物  
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C■  

3号住居跡  
1層 暗褐色土 ローム僅・辱2－5■1大の軽石を5％  

含み．やや蹄りおり。  
2層 暗褐色土（¢1～払■）大叩ローム嶋、焼土粒、軽  

石を才一3タ古館む．  

3層 暗褐色土 ローム札幌」一托せ曹む。  

C′  C L＝120．Om  

0  5cm  

！．．．！  

B L＝＝120．60m  

て≡≡；二■：≡ ≡訂 
ロ  ー  2m  

第8図 3号住居跡  
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撒
 
√
 

．
一
．
 
 

＼
、
 
 

ノー∫・－  

ゝ
 
 
 

－∫虹   

d‖  
岬（廿  

第9図 3号住居跡の遺物（t）  
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一l  

カマド上l   

l  陪黄褐色土   
2  暗黄褐色土  

3  晴美褐色土  

」  陪黄褐色土   
5  黄褐色土   
6  黄褐色土   
7  黒褐色士  

8  暗黒色土  

0  

焼土粒子少量混入。  
焼土多量に混入。全体に赤みを  
帯びる。  
焼土多量に混入。更に強く赤みを  
帯びる。  
廃土粒子及びローム小粒子混入。  
粘性あり。  
少量の策士混入。5より暗い。  
ロトーム及び焼土小粒子（2～3皿）  

混入。  
ローム粒混入。  

1m  

a L＝120．70m  

第一O図 3号住居跡のカマド  

4号住居跡（第12・13図、図版6－1・18、表5）   

本跡ほ調査区北側C－2・3グリッドで検出された。主軸方向はN－84ローEである。規模  

は3．1×3mでほぼ正方形を呈する。南側は撹乱を受けている。確認面からの掘り込みは50c血  

である。   

ビット、貯蔵穴、周溝等は検出されなかった。   

カマド 東壁中央に位置する。壁外への掘り込みは40c皿でやや急激に立ち上がる。袖は粘土  

で構築されている。   

遺物はカマド付近を中心に少量出土している。  

5号住居跡（第14・15図、図版6－2・18・22、表6）   

本跡は調査区北西側C－2グリッドで検出された。主軸方向はN－990－Eである。規模は  

3．6×2．5mで横長の長方形を呈する。壁高は45cmである。   

南西側コーナーには貯蔵穴がある。ピット、周滞は検出されなかった。   

カマド 東壁南寄りに位置する。粘土で構築されており、煙道部が残存するが、袖・支脚等  

ほ検出されていない。   

遺物はカマド、貯蔵穴等から少量出土している。  
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10cm  
⊥ 

第I一因 3号住居跡の遺物（2）  
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表4 3号住居跡出土遺物観察表  
法量り  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   

土  師  器高5．4  仲軌 節して．ち上か  面へラ削り。底部付高  赤色鉱物  褐色  酸化  内外面横位   高台付椀  口径14．6  lJ、弱し†樺を杓う．．打合  台後ナデ。  を少量含 む 
底径7．0  ・甑「／、＿】の字状にP円く。  内面ナデ。  。  哩革穴   

色鉱物を  内面黒色   2  土  師  器高6．5  休部内湾して立ち上が  外面へラ削り。底部付高  砂粒・自  褐色  酸化  床着   高台付椀  口径16．8  る。高台部「ハ」の字状  台後ナデ。  
抱鉱物を  

底径6．8  に開く。   少壮打払  
田  

高台付椀   
底径7．0   色鉱物を 少時舟h  

ロク口証胆勺  小石を少  
（1．5  陰含む。  5  須 恵  杯  器高  底径5．6  休部外傾する。  ．鱒塾  

pクロ成形。  砂粒・自  
底部回転黄嘲り後無調整   色鉱物を  

食む。   
．   

色鉱物を 含む 
。   

砂粒を少  
量含む。  「院」  
緻密。   覆土中   

9  須 恵   休部内湾して立ち上がる。  ロクロ成形。   砂粒を少  
量含む。  不明。  
緻密。   鷹土中   

杯   杯  
底径6．0  内面ナデ。   含む。  床着   

土 師  平底の底部。   底部内面ナデ。   砂粒・男  
杯  色鉱物を  不明。  

含む。   
12  土 師    器高3．8  底部平底。休部直線的に  外面底部及び休部下端へ  砂粒を少  褐色  酸化  床着  

杯                  口径12，6  ラ削り。休部中央指押さ  
底径7．0   

え。 内面ナデ。   
巧  土 師   

杯   
底径6．0  直立ぎみになる。   内面ナデ。   量含む。   

14  土 師   器高4．0  底部平底。休部直線的に  外面底部及び休部下端へ  砂粒・黒  茶褐色  酸化  カマド内  
ラ削り。休部中央指押さ  杯                  口径13．0 底径6．5  外傾する。  少爪音†先   
え。 内面ナデ。   

口径13．2  外傾し、口唇部直立ぎみ  ラ削り。休部中央押さえ。  色鉱物を  由  土 師  杯  器高3，6  底部平底。休部直線的に  外面底部及び休部下端へ  砂粒・白  暗褐色  酸化  覆■土中              底径6．4  になる。  内面ナデ。  少茄糊ふ   
さえ、ナデ。  砂粒・白  褐色  酸化  覆土中  

色鉱物を  
内面ナデ。  少早舟h  

緻密  

18  灰 粕   
椀   

する。   

19  灰 粕   口縁郡片。   ロクロ成形。   緻密  灰白色  還元  覆土中   
皿  

20  土 師   褐色  酸化  カマド内   
嚢   （3．5  

口径18．6   

田  土  師  器高5．2  口綾部「コ」の字状を塁   褐色  酸化  覆土中  
棄  口径16．0  する。   

口綾部内外面ナデ。   

ロクロ成形。   白色鉱物  
長至翫羅   を含む。   

五面に使用疾。  凝灰岩  灰白色  覆土中  

25   
られる。   
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4号住居跡  

1層 暗褐色土 （¢2皿）大の白色の軽石、ローム粒を5  
％含む。  

層 褐 色 土 ローム粒子、フロックを少量含む。  
層 極暗褐色土 ローム粒を少量含む。  
層 暗褐色土 ロームブロック（¢5～10皿）を含む。  
層 褐 色 土 ローム粒、ローム塊を10～15％含む。  

巾  1  2m  

第12図 4号住居跡  

表5 4号住居跡出土遺物観察表  

粥  器 種  法量り  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   

器高3．9  底部不安定な平底。休部  外面底部へラ削り。  黒色鉱物  茶褐色  酸化  覆土中  
口径12．4  直線的に外債し、口綾部  外面休部雑なナデ。   を少量含  
底径8．0  直下に稜を持つ。   内面ナデ。   モア。   
器高3．8  底部平底。体部直線的に  ロクロ成形。外面底部回  白色・黒  灰褐色  還元  床着  

杯  口径12．2 底径5．8  外債する。  転糸切り後無調整。  色鉱物を 含む。   
器高3．8  底部上げ底ぎみになる。  ロクロ成形。外面底部回  砂粒・白  灰褐色  還元  カマド内  

杯  口径13．0  色鉱物を  
底径．6．1   少恥  

杯  口径13．6  転糸切り後無調整。  色鉱物を  白色・赤  ロ  須  恵  器高3．7  底部平底。休部直線的に  ロクロ成形。外面底部回   暗褐色  還元ぎ  床着  
底径6．0   多く含むも  

ロクP成形。外面底部回  白色・赤  にぷい橙  還元ぎ  カマド内  
転糸切り後無調整。  色鉱物を  み  

少瑠二倍t†も  

砂粒を少  
量含む。  不明。  

内外面ナデ。  塁±中   

恵   白色鉱物  
（2．7ノ  を少量含  

口径13．0   む。   
8  土  師  器高  「コ」の宇状口縁。器肉  外面胴上半部横方向の下  砂粒・自  暗視色  酸化  カマド内  

棄  （23，5． 口径19．4  はやや厚い。   半部縦方向のへラ削り。 内面ナデ。  色鉱物を 少壮蹄h   
9  土 師   外面胴上半部横方向のへ  

寒   （6．0′  ラ削り。  を少量含  
口径18．0   内面ナデ。   む。   

10  土 師   外面胴上半郡横方向のへ  
葉   （8．0′  ラ削り。  色鉱物を  

口径18．0   

－18－   
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第柑図4号住居跡の遺物  
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5号住居跡  
1層 暗褐色土 白色・黄白色軽石粒（¢1～5皿）  

多量混入。  
2層 暗褐色土 白色・背白色軽石粒（叶〉5■皿）  

少量混入。  
3層 暗褐色土 白色・黄白色軽石粒（¢1～5皿Ⅱ  

少量混入。  
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カマド  
1 暗褐色土 粘土（¢1～2cm）大の軽石を5～10％含  

む。締り粘性あり。  
2  灰褐色粘土 粘性、締りに富む。  
3  暗灰色土 粘土、焼土を少量含む。  

第川図 5号住居跡とカマド  
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表6 5号住居跡出土遺物概察表  
嗣  器 種  法量り   ＝器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
ロ  須 恵   

杯   
底径5   無調軋   

2  須  恵  器高 3  5  底部平底。休部直線的に  ロクロ成形。   砂粒・白   
杯  口径13  灰色  還元  覆土中  

底径6   調整。   少皇含  
む。   

3  須  恵  器高3．2   底部平底。休部直線的に  pクp成形。   砂粒・白   
杯  口径12．8  灰色  還元  カマド内  

底径6．2  調整   物を少量  
含む   

恵  器高   高台短く「／、」の字状－こ  pクロ成形。   砂粒・白   

4  須             灰色  還元  覆土中   高台付杯  （3．5   開く。休部直線的外債す  外面底部回転系切り後付 榊  色鉱物を ′ヽ    底径7．0   る。  高口。局線部ナ7㌔  少量含 む。   
砂粒・白   

5  ≡    ＝＝  器高2，5   高台部短く「ハ」の字状  ロクロ成形。  
底径8．0  丁寧なナデ。   

√
∵
∵
 
l
 

＼
、
∵
・
■
√
 
 短軸、紳′  

＝－ニ‾‾‾‾‾‾＿  

＼・二三．‾ノ  
・
 l

 ■
 ∴

・
・
 
 

P慮        ‾l－＼、／  
切   

第一5図 5号住居跡の遺物  

10cm  

」   ・！   」  

6号住居跡（第16・17図、図版6－3・18、表7）   

本跡は調整区北側中央E－3グリッドで検出された。主軸方向はN－970－Eである。規模  

は3×2．3mとやや小形で横長の長方形を呈する。確認面からの掘り込みは50cmである。   

ピットほ3基検出されているが、いずれも不整形で浅い。  
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富＠  
6号住居跡  

ピッ  
ト1 暗褐色土 白色・胡白色軽石餞  

（¢1～3【m）阜犯罪人。  
ピッ  

＿n 卜2 暗褐色土 白色・苛白色軽石粒  
（¢1～3m山）多量混入。  

1層 黒褐色土 白色・黄白色軽石粒  
（¢1～3■皿）多量混入。  

2層 茶褐色土 白色・黄白色軽石粒  
（¢1～3皿）少量混  

入、及びローム粒  
（0．5～2cm）少量含  

む。  
3層 暗褐色土 白色・黄白色軽石粒  

（¢1～3Ⅲm）少量混入。  
4層 茶褐色土 白色・黄白色軽石粒  

（¢1～3■Ⅶ）少量混入。  

B L＝120．20m  

ll  l  箕巾  
L・・・」  

表7 6号住居跡出土遺物観察表  

桔  器 種  法量り  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   

杯   岳  土  師  器高  平底に近い丸底。休部内  外面底部及び体部下端へ  黒色鉱物   褐色  酸化  カマド内  

む。   
由  土  師  器高  底部平底。休部内湾ぎみ  外面底部及び休部下端へ  白色・黒   

杯  （2．2．  に立ち上がり、口唇部直  ラ削り。   褐色  酸化  覆土中           色・鉱物  
内面ナデ。   を少量含  

む。   
4  須  恵  器高4．2  平底。休部直線的に外底  ロクロ成形。   白色・黒   

灰色  還元  床着   杯  口径12．0  
底径7．0   やや多く  

ぬむ   
巳  須 恵    器高  

蓋  （1．2  
口径16．0   

緻密  灰色  還元  覆土中   

∈「』   

第け図 6号住居跡の遺物  
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カマド 東壁中央南寄りに位置する。壁外への掘り込みは110c皿でなだらかに立ち上がる。  

袖には石が利用されている。   

遺物は土師器の杯がカマドから出土しているが、全体に出土量は少ない。  

7号住居跡（第18・19図、図版7－118、表8）   

本跡は調査区東側F－3・4グリッドで検出された。南側では道路のため未調査となった。  

北西側で8号住居跡を重複し、本跡が古い。主軸方向はN【930－Eである。規模は東西方向  

は4．1mを計り、方形を呈するものと思われる。確認面からの掘り込みは50c血である。   

ビットは検出されず、周溝ほ調査区内では回る。   

カマド 東壁中央に位置する。袖、支脚等ほ検出されなかった。壁外への掘り込みほ90c皿で  

急激に立ち上がる。   

遺物はカマド付近から少量出土し、北西側から炭化材が出土している。  

表8 7号住居跡出土遺物観察表  

顎 ‾‾■  器 種  法量り  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  
1  白色・黒   

杯  口径12．6  酸化   
底径－   少量含  

む。   
白色・黒   外面墨書不明  2  土  師  器高4．8  高台部剥落。体部直線的  外面休部へラ削り、    褐色  酸化     高台付杯  口径14．2  に外債し、口唇部弱い稜  内面内黒処理の後ミガ  色鉱物を    覆土中  

底径6．0  を持って外反する。   キ。   少量含  
む。   
白色・崇   3  須  恵  器高3．3  平民。体部直線的に外債  ロクp成形。  灰色  還元  覆土中  

底径7，n   少量含  
む。   
白色・窯   墨痕わずかに  b  須  恵  器高3．0  口縁端部弱く屈曲する。  ロクP成形。  灰色  還元  

転用硯  内面よく磨かれている。  やや多く  床着   
含む  

棄   （8．9  
口径21．2   

－ イ●        ∴  

∴‾ ノ   
く闇㌍野’   

ローーー磨滅の棚  

第18図 7号住居跡の遺物  

－23－   



7号住居跡  

1層 黒褐色土   

2層 暗褐色土   

3層 暗褐色土   

4層 暗褐色土   

5居 暗黄褐色土   

6層 暗黄褐色土  

カマド  

1  暗視色土  
2  暗褐色土  

白色・黄白色軽石粒  
（¢1～5血）多量混入。  
同軽石粒少量混入。少上の  
焼土粒含む。  
同軽石粒少量混入。2より  
暗い色調。  
ローム粒子を少i含む。しまり  
良い。  
廃土、ローム粒（¢0，5～3cm）  
多量に混入（カマド崩顔流失土）  
焼土、ローム粒（¢0．5～3cⅦ）多iに混  
入（カマド崩壊流失土）及び粘土を含む。  

少量の焼土粒子、炭化粒混入。  
1より色調暗い。少量の焼土粒子、  
炭化材混入。  

1 暗赤褐色土 カマド天井部崩落土。  
1 黒褐色士 族土粒、炭化材、灰を混入。  

a L＝120．50m  

1m  

！．．   ！  

第柑図 7号住居跡とカマド  
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8号住居跡（第20・21図、図版7－1・18、表9）   

本跡は調査区東側E－3・F－3グリッドで検出された。南東側で7号住居跡と重複し、本  

跡の方が新しい。主軸方向はN－950－Eである。規模は2．9×2．4mで横長の長方形を呈する。  

確認面からの掘り込みは50c皿である。  

ピットは検出されず、周溝はカマド付近を除いて回る。7号住居跡と重複する部分は貼り床と  

なっている。   

カマド 東壁やや南寄りに位置する。右袖の石と支脚の石が検出されている。壁外への掘り  

込みは70c皿でなだらかに立ち上がる。   

遺物は床着、覆土中共に少ない。  

A L＝120．20m  

0  
1m  

！二・ 月  l  

0  1  2m  

第20図 8号住居跡とカマド   

表9 8号住居跡出土遺物概察表  

3  灰  粕  器高4．7  高台部三日月形。ロ綾部  pクp成形。   
高台付椀  口径15．0  緻密  灰白色  還元  床着  

底径7．0   

4  土  師  器高  やや厚手の「コ」の字状  外面胴残存郡横方向のへ  砂粒を含   棄  （5．4 口径19．0   ラ削り。   褐色  酸化  覆土中  
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第21図 8号住居跡の遺物  

土
色
色
む
色
 
○
色
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表
白
自
含
白
む
白
む
 
 

黄白色軽石粒（¢1～3皿）混入。  
黄白色軽石粒（¢1～5皿）多量に   

黄白色軽石粒（¢1～5■皿）少量含   

黄白色軽石粒（¢1～3Ⅲu）少量含  

第22図 9号住居跡  

表10 9号住居跡出土遺物観察表  

甲  
u   

杯   （2．9  
口径12．6  
底径－   

緻密  褐色  酸化  床着  

2  須 恵   ロクロ成形。  白色鉱物  

杯   
外面底部回転へラ切り。   を少量含  

む。   
底径7．0   

ロクロ成形。   
緻密  灰色  還元  床着   

し耳 〒≡訝  

第23図 9号住居跡の遺物  
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9号住居跡（第22・23図、 図版7－2、表10）   

本跡は調査区東側G－3・4グリッドで検出された。北側は道路のため調査できず、東側は  

調査区外となっている。南西側一部のみの検出であるが、方形を呈するものと思われる。掘り  

込みは65cmと深い。   

ピット、周溝は検出されなかった。   

カマド 調査区内では検出されなかった。   

遺物は少量出土している。   

10号住居跡（第24・25図、図版7－3・18、表11）   

本跡は調査区東側G－3グリッドで検出された。主軸方向はN－890Eである。規模は4．2  

×3．5mでやや横長の長方形を呈する。確認面からの掘り込みは45cmである。   

ピット、貯蔵穴等ほ検出されなかった。周溝は全周する。   

カマド 東壁中央やや南寄りで検出された。壁外への掘り込みは70cmでなだらかに立ち上が  

る。袖ほ粘土と石で構築されている。支脚は検出されなかった。   

遺物の出土量は少ない。  

tl号住居跡（第26・27図、図版8－1、表12）   

本跡は調査区東側H－3グリッドで検出された。主軸方向はN－1010－Eである。規模は  

2．7×2．2mで横長の長方形を呈する。確認面からの掘り込みは15c皿と浅い。   

ピット、周溝は検出されなかった。南東側コーナーにほ貯蔵穴がある。   

カマド 東壁中央南寄りで検出された。壁外への掘り込みは40c皿でなだらかに立ち上がる。  

袖、支脚等は検出されなかった。   

遺物はカマドから少量出土している。   

表1110号住居跡出土遺物観察表  
器 種  法量り  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考  

黒色鉱物   日                        須  恵  器高4．0  平民。体部直線的に立ち  ロクロ成形。  灰色  還元  床着  
縁部手持ちへラ削り。   

¢  10cm  
！．「＿．T l  ！  

第24図10号住居跡の遺物  
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皇＠  

10号住居跡  

1層 暗褐色土 黄白色軽石粒子  
混入。硬い。  

2眉 暗褐色土 黄白色軽石粒子  
多量に混入。掛  

3層 暗褐色土 黄白色軽石粒子  
多量に混入。ロ  
ーム小ブロック  
（¢2cⅢ）混入、  

黒色土混入。  
4層 暗褐色士 黄白色軽石粒子  

少i混入。ロー  
ム小ブロック  
（¢1cm）混入。  
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tO号住居跡カマド  

】 暗茶鴇色土 白色、薫白色軽石粒子（¢ト2皿）少量  
混入。粘性強い。  

暗茶褐色土 塊土粒子（卯．5～1cn）少i混入。粘性  
強い。  

陪茶褐色土 廃土多量に混入し、赤みを帯びる。  
黒 色 土 青味を帯びる。  
暗灰色粘土 袖凱先端に袖石とその抜けた穴がある。  

0  1m  

第25図10号住居跡とカマド  
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1一号住居跡  

1層 暗褐色土 白色軽石（¢1～3皿）多量に混入。硬い。   

カマド  

1  暗褐色土 焼土粒子及びローム粒子を少量含む。し  
まり良い。  
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し j  

第26図11号住居跡   

表12 ‖号住居跡出土遺物間察表  

帥  器 種  法皇り  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   

棄   （7．0  ラ削り。  1  土  師  器高  口落部短かく「く」の字  外面胴上半部横方向のへ  白色鉱物  褐色  酸化  カマド内  
口径21．0  内面ナデ。   
底径－   

． 

1。m  

第27図 t一号住居跡の遺物  

12号住居跡（第28・29図、図版8－2、表13）   

本跡は調査区東側H－3・4グリッドで検出された。東側ほ調査区外となっており、北側も  

未調査である。検出部分の壁高は45c皿。   

ピット、周溝、カマド等は検出されなかった。   

遺物ほ少量出土しており、墨書土器も検出されている。   

13号住居跡（第30・31図、図版8－3・19、表14）   

本跡ほ調査区北西側E－1グリッドで検出された。北東側が道路のために未調査となってい  

る。規模は3．6×2．8mで長方形を呈する。   

ビットは南東側コーナーに1基検出され、周溝は検出部分では南側の一部を除いて回る。カ  

マドは不明である。床面の中央は良く踏み固められている。   

遺物は中央部付近を中心に出土している。  

一29   
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Ⅰ層 黒褐色土 表土  
1層 黒褐色土 白色・黄白色軽石粒（¢1～  

3山）多量混入   
2層 暗褐色土 白色・黄白色軽石粒（¢1～  

3町）少量混入、及び脆上村  
（¢3～10【皿）少量混入   

3層 暗褐色土 白色・黄白色軽石粒（¢1～  
3m）少量混入  

A′′  

O  l  空汀l  

第2812号住居跡   

表1312号住居跡出土遺物観察表  

粥  器 種  法量緑  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
ロ  土  師  器高  底部平底ぎみ。体部内湾  外面底部及び体部下端へ  黒色鉱物   

褐色  酸化  覆土中  
内面ナデ。   む。   杯  （2．8  して立ち上がり口唇部外  ラ削り。   

2  土  師  器高   
杯   （1．5  

田  土  師  器高  口綾部「く」の字状に外  外面胴上半部横方向のへ  白色鉱物   
棄   （7．0  ラ肖りり。  褐色  酸化  覆土中  

口径20．0   内面へラ調整。ナデ。   

」   

コ＝＝＝ク‘  

仁竺丑  第29図12号住居跡の遺物  

表14 t3号住居跡出土遺物観察表  

捕  器 種  法量り  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   

ー30－   



柑号住居跡  
Ⅰ層 黒褐色土  
1層 暗褐色土   

2層 暗褐色土  
3層l培褐色土   

4屑 箱 色 土  

表土  
ローム粒子少量含む。粒性なし、しまり  
不良  
ローム粒子少量含む。粘性なし。  
ローム粒子多量に含む。粘性あり、しま  
り良い。  
ロームブロックを含む。しまり良い。  

5層 赤黄色土 ローム粒子、焼土ブロック多量に含む。  
粘性強い。  

ヾ7－ 6層l培褐色土 ローム粒子含む。粘性あり、しまり良い。  

L＝120．14m  

0  1  2m  

5  8  

第30図 t3号住居跡  

0  10cm  

L＿rrr＿＿＿＿「＿＿＿＿＿＿＿1 

第3t図13号住居跡の遺物  

t4号住居跡（第32・33・34園、図版9－1・19・21、表15）   

本跡は調査区西側F－0・1グリッドで検出された。主軸方向はN－900－Eである。規模  

は3．7×4mでやや横長の長方形を呈する。確認面からの掘り込みは30c皿。   

ピットは5基検出されているが、バラツキがあり、主柱穴とは考えられない。カマドの右側  

には貯蔵穴がある。周溝は北側半分のみ回る。  
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14号住居跡  

1層 暗褐色土 ローム粒子含む。  
弱粘性。しまり良。  

2層 暗褐色土 ローム粒子（¢2cm～  
4cm）のロームプロ  
ク含む。弱粘性。しま  
り艮。  

3層 暗黄褐色土 ローム粒子多量に含む。  
粘性あり。しまり良  
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A L＝119．94m  

第32図 t4号住居跡   

表1514号住居跡出土遺物観察表  

国  器 種  法量局  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
砂粒・白   

杯  口径13．8  岳  須  恵  器高4．2  平底。休部直線的に外債  Pクロ成形。    灰色  還元  床着  
底径7．0   含む。   

ロクロ成形。外面底部回  砂粒を少   内面みこみ部  

底径7．2  立ち上がり、口唇部外反  2  須  恵  器高5．1  高台は短く台形で「ハ」      灰色  還元     高台付塊  口径14．2  の字状。休部は内湾して  転糸切り後付高台。周縁  量含む。    は、墨痕が円       す 
る。   着   

3  須  恵  器高3．9  底部は平底。体部は直線  ロクロ成形。   砂粒・自   底部とみこみ  
杯  口径13．2  灰色  還元  

底径6．1   含む。  
ロ  須  恵  器高3．5  平底。体都直線的に外傾  ロクロ成形。   砂粒を少   底部に墨書  

杯  口径13．4  灰褐色  還元  
底径7．0   

8  須  恵  器高  高台は「ハ」の字状に開  ロクロ成形。底部回転糸  白色鉱物   硯転用か  
高台付椀  （2．0  灰色  還元  

口径－  内面は平滑。   む。  
底径6．8   

6  ≡     ＝＝  器高2．7  高台は「ハ」の字状に大  ロクP成形。底部回転糸  砂粒・白  灰色  還元  覆土中   高台付皿  口径13 
．6  

底径7．0   少勒  
ロ  土  師  器高5．7  高台の開きは小さく直線  高台部及び外面はていね  内黒石   底部及び外面  

緻密                 酸化     高台付焼  口径川．6  的に垂下する。体部は内  いなナデ。内面は細かに   外褐色   休部に墨書  
底径G．0  汚して立ち上がる。  磨かれ黒色処理される。  「千」、覆土中   

襲   
ナデ。   8  土 師    器高 （12．5 口径20．4  宗慧罪霊芋皇。鮎宗吾  外面胴上半部横方向のへ ラ削り。内面へラ調整、   白色鉱物 を少量含 む。  褐色  酸化  カマド内   
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カマド 東壁中央に位置する。煙道の壁外への掘り込みは55c皿で急激に立ち上がる。袖ほ石  

で構奏され、煙道付近に賓がおかれている。   

遺物はカマド、貯蔵穴付近を中心にまとまって出土している。  

Ib′  

t4号住居跡カマド  

黄褐色土 粘土、焼土混入  
暗褐色土 Eトーム粒子、焼土粒子含む  
暗黄褐色士 族土混入  
暗褐色土 ローム粒子混入  

L＝119・90m  

O  lm  

L．＋  

第33図14号住居跡のカマド  

t5号住居跡（第35・36圃、図版9－2・9－3・19、表16）   

本跡は調査区中央F－1グリッドで検出された。主軸方向ほN－900－Eである。規模は2・1  

×2．6mと小形で横長の長方形を呈する。確認面からの掘り込みは40c血である。   

ビットほ壁際に浅いものが検出され、中央に皿状のものが検出されている。周溝は南側と東  

側の一部を除いて回る。   

カマド 東側中央に位置する。煙道の壁外への掘り込みほ75c皿でなだらかに立ち上がる。袖  

ほ前面に甑、後に石がおかれている。支脚は検出されていない。   

遺物はカマド付近を中心にやや多く出土している。  

t6号住居跡（第37図、図版10－1）   

本跡は調査区中央F－2、F－3、G－2、G－3グリッドで検出された。主軸方向ほN－980  

－Eである。北側は道路のため未調査である。規模は東西方向で3．4mを計る。壁高は20c皿で  

ある。   

南東側コーナーには貯蔵穴があり、周溝は調査部分では回る。   

カマド 東壁に位置する。煙道の壁外への掘り込みは70c皿でゆるやかに立ち上がる。袖、支  

脚等は検出されなかった。   

遺物ほ調査部分からほ出土していない。  
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第34図14号住居跡の遺物  
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t5号住居跡  

1層 黒褐色土   

2層 黒 色 土   

3層 暗褐色土  
d層 暗褐色土   

5層 暗葺裾色土  

軽石、ローム粒子少皇含む。粘性なし、  
しまり良く硬い。  
軽石・ロームフロック含む。弱粘性、し  
まり良。  
ローム粒子含む。粘性あり、しまり良。  
ローム粒子含む。粘性あり、しまりやや  
ある。  
ローム粒子多量に含む、弱粘性、しまり  
ややある。  

1  

A L＝119．90m  

口  1  2m  

t5号住居跡、カマド  

【． 黄褐色土 焼土混入。  
2一 暗褐色土 仁卜一ム粒子、焼土粒子混入。  
コ， 暗黄褐色土 焼土多量混入。  

n  ll†l  

」⊥   

第35図15号住居跡とカマド  
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第粥図15号住居跡の遺物  
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表1615号住居跡出土遺物観察表  
ヨ   器 種  法量局   器形の特徴  
u         平底。体部は直線的に外   

！不  口径12．8   傾し、口唇部直立ぎみに  ラ削り。   褐色  酸化  床着            色鉱物を  
底径6．0   なる。厚手。   内面ナデ。   含む。   

2  土  師  器高4．9   不安定な平底。休部直線  外面底部及び休部下端へ  白色・黒   
杯  口径11．9  ラ削り。  褐色  酸化  床着  

底径－  内面ナデ。   少量含  
む。   

3  二土  師  器高 2．7   高台は長く 「ハ」の字状  外面底部付高台後丁寧な  砂粒・自   
高台付椀  口径－  ナデ。   褐色  酸化  覆土中  

底径6．0  やや多く  
含む。   

高台付椀  （1．7 口径一  4  須  恵  器高   高台は厚かく「ハ」の字  Pクロ成形。  白色鉱物  灰色  還元  覆土中  
底径7．5  

二土  師  暑旨高   口縁部短かく‾閃き、口唇  外面胴上半部横方向の中  砂粒・自  
小形聾  （11．8  暗褐色  酸化  床着  

口径12．0  内面ナデ。   少量含  
底径－  む。   

土  加  器高9．5   口縁部「コ」の字状を呈  外面胴上半部横方向のへ  砂粒・自   
内面ナデ。   

褐色  酸化  j未着  
（17．8  含む。   

師   
底径一  む。   

器局1臥5   単孔。口鹿部短かく直立  外面胴部縦方向のへラ削  白色・赤   
甑  口径10  り。  褐色  酸化  カマド内  

底径4   含む。   
器商20  0  単孔。ロ貞象部；短かく直立  外面胴部縦方向のへラ削  白色・赤   

甑  口径9  り。  褐色  酸イヒ  カマド内  
底径3   内面ナデ。   少量含  

む。   

16号住居跡   

Ⅰ層 黒褐色土   
1層 黒 色 土   

N 2層 暗褐色土  

3居 暗褐色土  

4層 赤褐色土  

5層 暗褐色土  

表土  
ローム粒子を少皇含む。しまり  
ややある。  
ローム粒子を含む。しまり  
ややある。  
ローム粒子、焼土粒子含む。  

（カマド）  

焼土粒子をやや多く含む。  
（カマド）  

焼土粒子を少i含む。（カマド）  
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第37図16号住居跡  

t7号住居跡（第38・39図、図版10－2、表17）   

本跡は調査区南西側J－0、K－0グリッドで検出された。東側で18号住居跡．と重複し、本  

跡の方が古い。主軸方向ははぼ東に向くと思われる。規模ほ南北方向で3．3mを計る。確認面  

からの掘り込みは30c皿である。   

周溝は南西側のコーナー付近を除き、回る。ピット等ほ検出されていない。カマドは東壁に  

あったものと思われるが、18号住居跡に壊されている。   

遺物ほ少量出土している。  
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け号住居跡  
1層 暗褐色土 軽石・ローム粒子  

含む。粘性あり、  
しまり良。  

2層 晴褐色土1層より少し暗い。  
軽石ローム粒子、  
炭化材含む。粘性  
あり、しまり艮。  

コ層 暗茶褐色土 ローム粒子多量含  
む。粘性あり、  
しまり良。  
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1  2m  

第38図 t7号住居跡  

表1717号住居跡出土遺物観察表  

法量何  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   

1 

白色鉱物   
灰色  還元  覆土中  

底径8．11   む。   
田  須 恵  Pタロ成形。   黒色鉱物  

硯   を少量含  
（14．8ノ  む。   

底径  
（14・4   

∈：l＋1  

口  10cm  

L・・・！      J  

第39図  t7号住居跡の遺物  

二  
】Ocm  

し＝＝」＿＿ユ「 ，＿＿＿＿＿＿」 」  

第40図18号住居跡の遺物  
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18号住居跡（第40・41図、図版10－2：19・22、表18）   

本跡は調査区南西側J－0、K－0クリッドで検出された。西側で17号住居跡を切り、南東  

側で19号住居跡に切られている。主軸方向はN－930－Eである。規模は4．1×2．3mで横長の  

長方形を呈する。確認面からの掘り込みは40c皿である。   

ピット、貯蔵穴等は検出されなかった。周溝ほ全周するものと思われる。   

カマド 東壁やや南寄りに位置する。煙道の壁外への掘り込みは105c皿で急激に立ち上がる。  

袖は白色粘土で構築されている。支脚は検出されていない。   

遺物は少量の出土であるが、北側周溝より紡錘車が出土している。  

柑号住居跡  
1層 暗褐色土 白色軽石を含  

む。  
2層 暗黄褐色土 白色軽石、ロ  

ーム粒子を少  
量含む。  

3層 暗黒褐色土 ローム粒子を  
少量含む。  

4層 暗褐色土 ローム粒子を  
やや多く含む。  

†  

O l      ユ‖、 LT一  十」  

柑号住居跡カマド  

1． 暗褐色土 ロームフロック、軽石  
粒子含む。  

2． 暗無視色土 焼土粒子、炭化材含む。  
3． 暗茶褐色土 ローム粒子多量含む。  
4． 暗黄褐色土 粘土。  
5． 陪黄褐色土 ロームブロック。  

a L＝117．90m  

1m  
L－‥て＝＿＿1＿＿  ＿ ＿ 

第41図18号住居跡とカマド  
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表柑 柑号住居跡出土遺物観察表  

粥  器 種  法量局  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
厄  土  師  器高  口 部Fて丁面≠状に外  外面胴上半部横方向のへ   

小形葉  （6．8  ラ削り。   
口径10．6  

緻密  褐色  酸化  覆土中  

底径－   

2  石製晶  穿孔は両方向から行われ ている 
紡錘車   。   

覆土中   

19号住居跡  

1層 暗褐色土 軽石、焼土、ローム粒子  
少量含む、粘性あり、  
しまり良。  

2層l暗褐色土1より少し明るい、ロー  
ムフロック含む。粘性あ  
り、しまり艮。  

3層 暗茶褐色土 ローム粒子多i含む。粘  
性あり、しまり良。  

A′  

C′  

A L＝117．90m  

宜叩  

第42図 柑号住居跡  

t9号住居跡（第42・43・44図、図版10－3・19・22、表19）   

本跡は調査区南西側K－0グリッドで検出された。北西側で18号住居跡と重複し、本跡の方  

が新しい。主軸方向はN－980－Eである。規模は3．3×4．5mでやや横長の長方形を呈する。  

確認面からの掘り込みは35cmである。   

南東側コーナーには貯蔵穴があり、南側には皿状の落ち込みがある。  

－40－   



カマド 東壁やや南寄りに位置する。煙道の壁外への掘り込みほ120cmで緩やかに立ち上が  

る。袖は右側のみの検出で、粘土が使用されている。   

遺物は、カマド及びその付近からまとまって出土している。  

19号住居跡カマド  

暗褐色士 ローム粒子を少量含む。  
暗黄褐色士 粘土を含む。  
赤褐色土 焼土を多く含む。  
黒 色 土 炭化材多量混入。  
黒 色 土 炭化粒子含む。  
暗推色土 ローム、焼土粒子多量混入。  
褐 色 土 ローム粒子多量含む。  
灰袖巴土 粘土（袖）  

上l  

a L＝117．80m  

疇  第43図19号住居跡のカマド  

表1919号住居跡出土遺物簡察表  
型  

器面はガスが  
陪灰色  還元  

られる。床着   

白色鉱物   
灰色  還元  ビット内  

3  呈       ＝＝  暑旨高  底部は平底。休部は内蒋  ロクロ成形。   
緻密  灰色  還元  ビット内  

杯  （2．4 口径－  整。   
底径6．4   

砂粒を少   

4  須  恵  器高  底部ほ平氏。休部は内湾  ロクロ成形。    褐色  酸化  覆土中   杯  （1．6 口径－  整。   
底径7．4   

5  土  師  器高  棄民部と脚の＝臣合部分の  平底の底部を整形した後  白色鉱物   
褐色  酸化  床着   台付嚢  （2．8  破片。脚部「ハ」の字状  に脚部を・付す。外面へラ  を少量含  

に開く。   削り。内面へラナデ。  む。   

6  土   

師  器高  口綾部「コ」の字状に開  外面胴上半部横方向のへ   緻密  褐色  酸化  周溝内  
内面ナデ。   

底径－   

器高  ロ綾部「く」の字状に開  外面胴上半部横方向のへ  白色鉱物  

嚢  （6．8 器高19．8  ラ削り。  褐色  酸化  覆土中  
内面ナデ。   む。   

器高   

8  石製品 砥 石  葉書：去  ビット内   
厚5．2  ＿・ 

9  鉄製品  
刀 子  残存長  6．9  刃先部欠。         覆土中   

－41   
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第44図19号住居跡の遺物  

〒：∃≡訝   

第45図 20号住居跡の遺物（り  

－42－  



20号住居跡（第45・46・47・48・49図、図版11－1・20・21・22、表20・21・22）   

本跡ほ調査区南側K－1グリッドで検出された。主軸方向ほN－1000－Eである。拡張住居  

跡と思われ、拡張前は3．1×3．1mでほぼ正方形を呈し、拡張後は3・5×4mでやや横長の長方  

形を呈する。確認面からの掘り込みは35c皿である。   

ピットほ検出されず、南東側コーナーには貯蔵穴がある。周溝ほ建て替え前、後共にあり、  

カマド付近と北側の一部を除いて回る。   

カマド 東壁中央南寄りに位置する。煙道の壁外への掘り込みは1mでなだらかに立ち上が  

る。袖等は検出されなかった。   

遺物は杯類を中心にやや多く出土し、貯蔵穴からはまとまって出土している。又紡錘車が2  

個検出され、線刻がなされている。  

∈
○
の
．
ト
コ
＝
J
 
 

20号住居跡  

1層 暗褐色土 日ームブロック含む。弱粘性、しまり良  
2層 暗褐色土 ロームブロック、ローム粒子多量含む。  

弱粘性、しまり良  
3層 暗黒褐色土 炭化材多量含む。焼土粒子、ローム粒子  

少量含む。粘性なし、しまり良  
4層 暗茶褐色土 ローム粒子含む。粘性あり   

0  1  2m  

第46図 20号住居跡  
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．1－  

』l  Jl  

2帰任居跡カマド  
且 L＝118・00m  

l 暗 褐 色 ローム粒子、白色軽石を少量含む。  
之  黄褐色土 粘土をやや多く含む。  
駕  黒 褐 色 土炭化材、焼士粒子、ローム粒子  

含む。  
4  褐 色 土 ロトーム粒子多量に含む。粘性あり。  

しまりない。  
5  黒 色 土 ローム粒子含む。粘性あり。しまり  

よく硬い。  

打  1m  

」   ＿⊥  」  

第47図120号住居跡のカマド   

表20 20号住居跡出土遺物観察表（1）  

n ．下   器 種  法量局  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  痍成  備  考  

「                        土  師  器高2．9  底部平底。休部内湾’み  外面底部へラ削り。   
底径8・4   

緻密  黒褐色  酸化  貯蔵穴  

田  土  師  器高2．9  底部平底。休部内湾ぎみ  外面底部へラ削り。   
杯  口径11．8  

底径8．6   
緻密  黒褐色  酸化  貯蔵穴  

3  土  師  器高3．2  底部平底。休部内湾ぎみ  外面底部へラ削り。   白色鉱物   
杯    に立ち上がり、口縁部外  

品：   傾する。   
暗褐色  酸化  貯蔵穴  

む。   
ロ  土  師  器高ヨ．5  底部平底。休部内湾ぎみ  外面底部へラ削り。   

杯  口径1l．9  
底径8．5   白色鉱物  暗褐色  酸化  貯蔵穴  

ラ削り。   白色鉱物   
褐色  酸化  床着  

む。   
田  土  師  器高3．l  底部平底。体部内湾ぎみ  外面底部へラ削り。   

杯  口径12．ロ  
底径8．6   

緻密  暗褐色  酸化  覆土中  

7  土  師  器高3．6  底部平底。休部内湾ぎみ  外面底部へラ削り。   
杯  口径12．0  

白色鉱物   
暗褐色  酸化  床着  

9  土  師  器高3．1  底部平底。休部内湾ぎみ  外面底部へラ削り。   白色鉱物   
杯  口径12．0  

底径8．5   
褐色  酸化  床着  

む。   
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表2120号住居跡出土遺物裡察表（2）  

些  

LU   
白色鉱物   

褐色  酸化  覆土中  
底径－   む。   

血  土  師  器高3．6  底部平底。休部直線的に  ロクロ成形。底部回転糸  赤色鉱物   
杯  口径12．2  褐色  酸化  床着  

底径6，2   処理後、皮膜（漆か）さ  
れる。丁寧なミガキ。   

12  須  恵  器高4．1  底部平底。休部直線的に  ロクロ成形。底部回転糸  砂粒、白   

杯  口径13．8 底径7．0  外傾する。   切り後無調整。   灰色  還元  覆土中            色鉱物含  
む。   

13  須  恵  器高4．1  底部平底。休部直線的ら  ロクp成形。底部回転糸  白色鉱物  灰色  還元  貯蔵穴   杯  口径13．8  
底径7．0   

誼  須  恵  器高3．7  底部平底。休部直線的に  ロクロ成形。底部回転糸  白色鉱物   
杯  口径13．0  切り後無調整。   灰色  還元  貯蔵穴  

底径7．0   

15  須  恵  器高3．9  底部平底。休部内湾して  ロクロ成形。底部回転糸  白色鉱物   灰色  還元  覆土中  
底径6．6   む。   

詔  土  師  器高4．2  底部平底。休部内湾して  外面底部及び休部下端へ  白色鉱物   内面底部墨書  
杯  口径13．0  立ち上がり、稜を持って  ラ削り。   暗褐色  酸化             を少量含    「ム」記号ヵ  

底径9．2  休部外債する。   内面放射状暗文。   む。  貯蔵穴   

17   土  師  器高3．9  底部平底。口縁部直線的  外面底部及び休部下端へ  白色鉱物   外面底部墨書  

杯  口径13．4  に外憤する。   ラ削り。   暗褐色  酸化             を少量含    「前酒」  
内面ナデ。   む。  貯蔵穴   

－45－   



表22 20号住居跡出土遺物観察表（3）  

コ■号   器 種  法量何   器形の特徴   備  考  
由                石製品  直径れ5  断面台形を塁する。偏平で、「下」の字が書かれている。重   

紡錘車  厚さ1．5  床着  
孔径軋9   

19   石製品  直径1．6  断面台形を呈する。偏平で側面に文字が善かれており、上面    こせめ 線刻「□□毒代□□去妨女」 石力胆石⇔  
床着  

孤l  鉄製品 小 刀  残存長  21．4   先端部分を欠損する。開から茎にかけて折返しがある。   覆土中   

訂  鉄製品  鎌  残存長 13．4  はぼ完形である。刃部は内湾する。基部は折り曲がっている。  覆土中   
22  鉄製品  

刀 子   床着   

品  覆土中   

由  鉄製品  
刀 子   床着   

10．1   床着   

2G   鉄卑廷品  25  純耶品 ノ】干  残存長   刃先郡を欠損する。両国。        雉  残存長 9．1  ねじり鋳。先端部欠損。   覆土中   

闇圏  モー二こ－1…二二「つ  
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第49図 20号住居跡の遺物（3）  
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2t号住居跡（第50・51・52図、図版11－2・20・22、表23）   

本跡ほ調査区南西側K－aグリッドで検出された。西側は調査区外となっている。主軸方向  

はN－88D－－Eである。規模は5×3．5mで横長の長方形を呈する。壁高は50c皿である。   

周溝は調査区内では回る。ピット、貯蔵穴等ほ検出されなかった。   

カマド 東壁やや南寄りで検出された。煙道の壁外への掘り込みは65c皿で、なだらかに立ち  

上がる。袖、支脚等ほ検出されなかった。   

遺物はカマド付近を中心に出土している。  

「二  丁∴、．＿、＿．．＿ ≡云  
■■ －■．．．．  

l 私  

亡二＿l≡≡才  

一 

一  
口けド∴」＝．‥・・＝・  

田 －  

川  

10cm   

第50匿12一号住居跡の遺物  
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表23 21号住居跡出土遺物槻察表  

色 調  焼成  備  考   

褐色  酸化  床着  

褐色  酸化  床着  

白  土  師  器高2．6  丸底。休部内湾して立ち  外面底面及び体部下端へ   
褐色  酸化  覆土中  

褐色  酸化  床着  

覆土中  

覆土中  

7   縦13．1  長円形女臭する。全体に磨かれている。菰編石か。   安山岩  
石  

厚さ3．2   

8   縦10．0  やや歪杜牌円形。全体に磨かれている。菰編石か。   安山岩  
石  

厚さ2．4   
9   聯  縦 8．2  楕円形。5～剛二化して小形で、ょく解かれている。   安山岩          横 4．7  側面ポー帯別離Lてい札苅猫石れ  

厚さ2．5  重ぷ：1鞘属巾   

些   
川  鉄製品   残存長  8 

∈
○
ト
．
ト
t
t
＝
J
円
 
 

Ⅰ層 黒褐色土 A軽石少量含む。表土。   
Ⅱ層 暗褐色土 ローム粒子、軽石含む。  

しまり良、粘性あり。  
Ⅲ層l用告褐色土 ロームフロック、軽石含む。  

弱粘性、しまり良。  
1層」晴裾色土 ローム粒子、焼土、炭化  

粒子、軽石含む。弱粘性、  
しまり良。  

2層 暗褐色土 ローム粒子、廃土粒子多   

一48－  



lb  
一l  

21号住居跡カマド  

1・暗赤褐色土 焼土ブロック、粒子多量含む。  
2． 黒褐色土 炭化物を含む。  
3・暗咄色土 ロームブロック、粒子、焼土粒子含む。  
4・ 褐 色 土 焼土粒子を少量含む。  

8  1m  
l   ＿＿＿＿ ＿ ！  ＿一－－－－  

a L＝117．90m  

第52図 21号住居跡のカマド  

22号住居跡（第53図、図版11－3）   

本跡は調査区南西側Kra、L－aグリッドで検出された。南側で23号住居跡と重複し、本  

跡の方が古い。主軸方向はN－878－Eである。規模は東西方向が3．5mではぼ正方形を呈する  

ものと思われる。確認面からの掘り込みは40c皿である。   

ピット、貯蔵穴等は検出されなかった。周溝は検出部分では東側の一部を除いて回る。 ］   

カマド 東壁中央南寄りに位置する。煙道の壁外への掘り込みは50cmで、急激に立ち上がる。  

袖は粘土で構築されている。支脚は検出されなかった。   

遣物は細片のみ少量出土している。  

23号住居跡（第54・55図、図版12－1・12－2・12－3 ▲20・22、表24・25）   

本跡は調査区南西側L－aグリッドで検出された。北側で22号住居跡と重複し、本跡の方が  

新しい。主軸方向はN－930－Eである。規模は4．2×2．8mで横長の長方形を呈する。確認面  

からの掘り込みは50c皿である。   

周溝は東側と南側の一部を除いて回る。ピット、貯蔵穴等ほ検出されなかった。   

カマド 東壁中央南寄りで検出された。煙道の壁外への掘り込みは100c皿で、なだらかに立  

ち上がる。袖は粘土で構築されている。支脚は検出されなかった。   

遺物はカマドの周辺及び南側に集中して検出されている。  

－49－   



22号住居跡  

1層 暗褐色土 軽石、ロームブロック（¢l～  

】．h）含む。しまり良。   

2層 暗茶褐色土 ロームフロック 毎】～3句）  

ローム粒子含む。粘性あり、し女り良。   

3層 暗褐色土 ローム世子、軽石含む。弱粘  

性、しまり良。  

0  1  2m  

」   ＿；r 】  

22号住居跡カマド  
】・輌絶色土 粘土を2～3見合む。ややしまりあり。  

1．暗褐色土 付l～2（コ）大り策士塊を含む。  

1・灰褐色土 給土・鏡土塊を25～30％含む。やや粘性  

あり。  

4・ 陪赤色土 （¢1～4血）大のスサ罷りの岨  

灰、策士をラミナ状に30～㈹％含む。し  

まり馳なし。  

5・ 片褐色土 炭化担毎1～2q）大のローム塊を5  

～川鬼含む。  

6一 赤色焼土 （¢2～1q）大り銑土塊を主体とすろ。  

7． 暗褐色土 策土塊、灰、炭化粒をラミナ状に10～15  

％含む。（カマド醐）  

♯・鹿鮪1色土（¢l～2q）大のローム塊。炭化粒を  

5～LO％含む。  

9一 暗褐色土 （¢】q）大のロトーム塊。粘土を2～3  

％含む。  

10一 灰褐色粘土 蝕 しまり強い。（カマド袖）  

1L 暗灰色粘土 粘土。しまり強い。（カマド袖）  

比 赤橙色土 レソガ状に硬い。焼土塊り中にスサ帆  

（カマド内生）  

t3 暗褐色土 娩土粒、ロトム拉せ含む。ややしまりあ  

り凸  

一l  

L＝117．70m  

口  

第53図 22号住居跡とカマド   

表24 23号住居跡出土遺物観察表（1）  

lュ 臼  器 種  法量局  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
口  須  恵  器高3．8  平底。休部直線的に外債  ロクロ成形。   白色鉱物   

杯  口径12．8  灰色  還元  覆土中  
む。   

恵  器高3．3  平底。休部直線的に外慣  ロクロ成形。   底径7．0   白色鉱物   
灰褐色  還元  覆土中  

底径6．4   

3  須  恵  器高4．0  平底。体部直線的に外慣  ロクロ成形。   緻密  黒褐色  還元  覆土中  
底径7．0   へラ削り。   
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23号住居跡  

1層 暗褐色土 ローム71コック（¢1～  
2c皿）、軽石、焼土粒子  
混入。弱粘性、しまり良。  

2層 暗褐色土 ローム、焼土粒子含む。  
粘性あり、しまり良。  

3層 暗褐色土1．2層より暗い。ロー  
ムフロック含む。  

4層 暗茶褐色土 ローム粒子多量に含む。  
粘性あり、しまり良。  

∈
亡
ヾ
ト
〓
＝
」
 
V
 
 

1  2m  

23号住居跡カマド  
1． 暗褐色土 （¢05～l□）大の娩土、ローム塊を  

2～3タ‘含む。しまりあり。  

2． 褐 色 土 粘土（¢1（■）大の鏡土塊を5～10％含  

む。  

3．晴11邑土 焼土塊、ローム塊を含む。  

4  灰褐色粘土 しまり、粘性あり。  

5  赤色娩土 （≠l～石山大のスサ配りの靡土塊を  

主体とする。  

6  褐 色 土 （¢05～2凸）大の晩土塊、粘土を40  

～価鬼含む。しまり、粘性あり。  

7  灰白色粘土 しまりある粘土。  

8． 暗褐色土 灰、肘ヒ拉を10、15％含む。しまり粘性  

なし。  

9． 赤橙色慮土 （≠2～4q）大り艶土塊。粘土を主体  

とする。  

10  褐 色 土 （少1～2【⊃）大の蛛土塊。痍土を2～  

3％含む。  

】1． 赤色策士 （¢lへ2cq）大の娩土塊、炭化粒を主  

体とする。  

12． 灰褐色土 粘土．策士、⊂卜一ム塊を3（ト4D％含む。  

粘性、し丈りあり。  

13． 暗褐色土 鏡土塊、ローム陀を含む凸  

E
O
S
．
ト
t
t
＝
J
 
 
上
 
 

a
一
 
 

′
 a

叫
 
 

1m  
L 一 斗  －－＝一  

第54図 23号住居跡とカマド  
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第55図 23号住居跡の遺物  
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ロ   遺   棄（2）   
「ド  器 種  法量局  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   

4  土  椚  器高3．0  平底ぎみの丸。体部内  外面底部及び休部へラ削  白色鉱物  褐色  酸化  床着   杯  口径118  治して立ち上がり 口唇  り。          を少量含   
白色鉱物   8  須  恵  器高  偏平。中段に棟を寸1する。  ロクロ成形。       灰色    覆土中   蓋  （1．6  つ吏料部分旺が九てい  

る   内面 。   む。   

8  須 恵    器高  
緻密  灰色  還元  覆土中   

蓋   （1．2 口径－  
佐屋ニー   

白色鉱物   
2 5  る。   山   須  恵  器高  口縁部ゆるく折れ曲が  pクロ成形。    灰色  還元  覆土中          天。回 へラlり。  をノ、量  

転用硯  口径15．8  内面中央部磨滅。   む。   

10  鉄製品  
刀 子   

覆土中  

24号住居跡（第56・57乱国版12－4、表26）   

本跡は調査区南東側L－3、M－3グリッドで検出された。南側で25号住居跡と重複し、本  

跡の方が新しい。東側は調査区外となっている0主軸方向は不明である0規模は南北で3・8m  

で、やや南北に長い長方形を呈するものと思われる0確認面からの掘り込みほ45c皿である0   

ピットは2基検出されているが、いずれも浅く主柱穴とは考えられない0周溝は北側と西側  

で検出されている。カマドは検出されていない。   

遺物は覆土中から少量出土している。  

もl  

24号住居跡  

1層 ＝黒褐色土 軽石含む。粘性なし、しまり  
良。  

2層 暗褐色土 ローム粒子含む。粘性なし、  
しまり良。  

3層 暗褐色土 ローム粒子多量含む。粘性  
あり、しまり良。  

E
O
N
．
∽
t
t
＝
J
 
 
く
 
 

n t        2m 」†－・   ■  一－一＝∃   

第56図 24号住居跡  
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表26 24号住居跡出土遺物翻察表  

国  器 種  法量局  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考  
白色鉱 6  須  恵  器高2．8  平底。小形。休部内湾し  ロクロ成形。  物  褐色  酸化  覆土中   杯  口径9．1  て立ち上がり、口縁部外  外面底部回転糸切り無調  を含む。  

底径6．4  反する。   整。   
2  土 師   器高  高台取り付け後ナデ。  白色鉱物  

高台付椀   （2．1  含む。  褐色  酸化  覆土中   
口径－  
底径5．2   

r．．T・主 二頂ミニー1■、二Ⅰ’  

t‡二キ  ・ノ  
祈‾‥  

．．．＿、サ■ ・ 

・・．1・ 

0  10cm  
い ＿＿ 

第57図 24号住居跡の遺物  

1層 暗褐色土 ロームブロック、軽石含む。  
斉占性、しまりない。  

2層 黒褐色土 ロームブロック、軽石少量含む。  
弱粘性、しまり良。  

3層 黒褐色土 ローム粒子、炭化粒子、焼  
土粒子含む。粘性あり、  
しまり良く硬い。  

4層 暗褐色土 ローム粒子含む。しまり、  
粘性なし。  

∈
O
t
．
甲
〓
－
＝
」
 
 

椚  1  2m  
！  

第58図 25号住居跡  

25号住居跡（第58・59図、図版13－1・20、表27）   

本跡は調査区南東側M－3グリッドで検出された。北側で24号住居跡と重複し、本跡の方が  

古い。東側は調査区外となっている。主軸方向は不明であるが、ほぼ東方向と思われる。規模  

は南北方向で4．5mで、方形を呈するものと思われる。確認面からの掘り込みほ60cm。   

周溝ほ調査区内では全周し、南側には浅いピット2基が検出されている。カマドは調査区外  

にあるものと思われる。   

遣物は南側壁付近に杯類がまとまって出土している。  

－54－   





lゝ  ゝl  

居 暗褐色土 ⊂トーム粒子多量含む。粘性あ  
しまり良。  

2
層
 
 
 
3
層
 
 

暗黄褐色  
土   ロ【ムブロック（¢1～l仇Ⅶ）  

を多く含む凸   

暗褐色土 ローム粒子（¢5〔Ⅶ）位のロー  

ムフロック含む。しまりない。  
弱粘性。  

L＝117．80m  

黒鴇色土 表土  
浅間A軽石少1含む。しまりなし  

黒褐色土 しまりややある。  

黒褐色士 幌間C軽石をやや多く含ろ．＃名山ニッ  

岳FPを少■含む。しまりややある。  

1m   

．〝， ▼＿「＿  ！  

凸  I  Zm  

！J 」  

第60図 26号住居跡とカマド   

表28 26号住居跡出土遺物観察表  

【】 ワ  器 種  法量何  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
b  土  師  器高 3．3  平底。休部直線的に外傾  外面底部へラ削り。  砂粒・白   

≠不  口径11．8  
底径8．0   

む。   
白色鉱物   

2  須  恵  器高2．7  上げ底ぎみの平底。休部  ロクロ成形。    灰色  還元  覆土中   杯  口径12．4  
底径6・4   む。   

3  須  恵  器高  高台部短かく「ノ、」の字  PクP成形。   白色鉱物   
灰色  還元  カマド内   高台付椀  （2．1  状に開く。休部内湾して  底部回転系切り後付高  を少量含  

口径－  台、ナデ。   む。   
底径6．8   

白色鉱物   4  】≡    ＝≡  器高  高台部短かく「ハ」の字  ロクロ成形。  褐色  酸化  覆土中  
－  台、ナデ。   む。   

底径6．6   

5  土  師  器高  口綾部緩やかに「く」の  外面胴上半部横方向のへ  砂粒含   

褐色  酸化  覆土中   要  （7．1 口径22．4  字状に外反する。  ラ削り。  む。   

て＼＼こ＝二′  

疇■＿．一ノ  

♂
軋
軋
 
 
 

■
′
r
 
 
 

「  

吊
 
 

26号住居跡の遺物。  10cm  

」－－．， ，＿⊥ J  
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2 掘立柱建物跡   

本遺跡で検出された掘立柱建物跡は4棟である。調査区の中央から北側に分布し、1、2、  

4号掘立柱建物跡は主軸方向がほぼ同じである。しかし各柱穴の掘り込みは不整なものが多い。  

これらの建物跡の、住居跡群との関わりは不明である。  

一号掘立柱建物跡（第62図、図版13－3）   

本跡は調査区北東側C・D－4グリッドで検出された。主軸方向はN－870－Wである。東  

西4．2m、南北3mの2問×2間の総柱である。柱穴の深さはバラツキがあり、掘り方も不整  

なものが多い。覆土の観察からほ柱痕は不明である。遺物は数基の柱穴から流れ込みと思われ  

る土器の細片が出土している。  

C L＝120．40m  

l）  1  2m  

第62図1号掘立柱建物跡  
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2号掘立柱建物跡（第63図、図版14－1）   

本跡ほ調査区北側D－2グリッドで検出された。主軸方向はN－870－Wである。東西5m、  

南北4mの3問×2間である。柱穴は浅いものもあるが、掘り方はしっかりしているもわが多  

い。柱痕は観察されなかった。遺物は流れ込みと思われる土器の細片が出土している。  

N  

〔D  

r   亡   
亡  

lb  凹I  

A L＝120．40m  
A′  

0  1  

第悶図 2号掘立柱建物跡  
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3号掘立柱建物跡（第64図、図版14－2）   

本跡は調査区北側D、E－3グリッドで検出された。主軸方向はN－50－Wである。南北4．7  

m、東西4．3mの2間×2間で、建て替えを行っている。柱痕は観察されず、遺物も流れ込み  

のものである。  

c′   L＝120・40m  

0  1  Zm   

第糾図13号掘立社建物跡  
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4号掘立柱建物跡（第65図、図版14－3）   

本跡は調査区中央Ⅰ－2グリッドで検出された。主軸方向ほN－820－Wである。東西5．2m、  

南北4．7mの2間×2間である。柱穴の掘り方は不整なものが多い。柱痕は観察されず、遺物  

も流れ込みの土器の細片のみである。   

㊨  

1  2m   

第朗図14号掘立柱建物跡  
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3 井戸跡   

井戸は4基検出されている。1号から4号は調査区中央に集まり、5号井戸のみ南側に離れ  

て位置する。すべて完掘できなかったため、遺物は流れ込みのものと考えられる。   

1号井戸跡（第66図、図版15－5）   

本跡ほ調査区東側H－3グリッドで検出された。プランははぼ円形を呈する。安全性を考え  

深さ1．4mまで掘り下げたが、ピンボールに依る観察によると、更に1m以上深くなる。掘り  

下げ部分の底径ほ40cmである。覆土は自然堆積を示し、遺物は殆ど出土していない。  

2号井戸跡（第66図、図版15－6）   

本跡は調査区中央H－2グリッドで検出された。東側2mには1号井戸跡がある。プランは  

はぼ円形を呈する。深さは1．5mまで掘り下げた。掘り下げ部分の底径は85c皿である。覆土は  

自然堆積で、遺物は殆ど出土していない。  

3号井戸跡（第67・68図、図版16－1、表29）   

本跡は調査区中央Ⅰ一・2グリッドで検出された。プランはほぼ円形を呈する。深さほ2．3m  

まで掘り下げた。径は160c皿。覆土は自然堆積で、遺物は須恵器片等が少量出土している。本  

跡には上屋が構築されていた可能性が強い。4本柱で南北3．8m、東西3．3～3．5mである。  

4号井戸跡（第66・68図、表29）   

本跡は調査区西側H－1グリッドで検出された。プランはほぼ円形を呈する。深さは2．2m  

まで掘り下げた。掘り下げた底面の直径は75c皿である。覆土は自然堆積で、遺物は少量出土し  

ている。  

5号井戸跡（第66・68図、表29）   

本跡は調査区南西側N－6グリッドで検出された。プランは円形を呈する。深さほ1．5mま  

で掘り下げた。掘り下げの面の底径は75c皿である。覆土は自然堆積で遺物は少量出土している。   

表29 井戸跡出土漬物観察表  

の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
白色鉱物   

灰色  還元  覆土中   
む。   

3号 井戸  

短頭重か。長大径は胴部  白色鉱物  
中位にくるものと思われ  を少量含  

2   る。   む。   

3号 井戸  大形寮の休部片。   
灰色  還元  覆土中   

3   具痕、上面ナデ調整。   
4号  須  恵  器高  高台部「／、」の字状に開   黒色鉱物   
井戸  高台付杯  （4．0  く。休部直線的に外憤す   灰色  還元  覆土中  

1  

口径－  
氏径9．8   

7亨 白色鉱物  ロ綾部片。くびれ部厚手。  外面波状二丈。 内面ロクロ回転のナデ。  を含む。  灰色  還元  覆土中   
2   

4号 井戸 3  須 恵 壷 か  底部片。高台部短かく 「ノ、」の字状に開く。体 部直線に外挿する。 白色鉱物 を含む。  灰色  還元  覆土中   
4号  須  恵  器高  鉢形土器の底部片か。平  外面平行叩き目。底部は  白色鉱物   
井戸  灰色  還元  覆土中  

4   口径一  
底寺至15．8   

褐色  酸化  覆土中   

－61－   



L＝119．50m  
A’   

黒褐色土 黄白色軽石粒（卯5～3m）多く含む。  層
層
周
層
層
層
層
 
 

土
 
 

色
 
 

禍
 
 

黒
 
 

l眉よりやや明るい。  

黒褐色土 黄白軽石粒（¢1～5【皿）含む。  
黒黄褐色土   〝  （卯．5～3【町）多く含む。  
黒褐色土 ロームブロック（¢1～3（刀）混入。  
黒黄褐色土   〝  （¢1～3cm）混入。  
黒黄褐色土 ロームブロック（¢l～5c山）混入。  

互云 ′  

l層 鼻1色土 白色、黄白色軽石粒（¢l～3■■〉多1  

含む。ローム、鏡土粒子（≠05－2【コ）  

含む。  

2層 凧鴇色土 白色、天白色軽石粒（少1～3■n）lよ  

り少ない．ローム、廃土世子多▲虎入。  

3J■ 黒1邑土 白色、黄白色軽石拉（¢l～3■■）2よ  

り少ない。ローム、焼土粒子多1混入。  

4■ 黒■褐色土 粘土フロック混入（≠5～7Ⅶ）  

5眉 黒褐色土 白色、1白色軽石粒（¢1～3■n）少1  

含む。ローム粒子（卯5～2亡血）混入．  

6Jil褐色土 粘土プロっク混入（¢2→T（句）多1含  ㊧z  

5号井戸   

A
一
 
 A

 ＼
＼
1
 
 

5号井戸  

l層 暗褐色土 ⊂トーム粒子少1、粘土粒子多土合む。弼  

粘性、し生り艮。  

2層 黒 色 土 （¢2～3【Ⅶ〉りロームブロック混入、  

砂笥。  

0  1  2m  

第郎匠I t・2・4・5号井戸跡  
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1  

A L＝119．20m  

a号井戸  

1層 黒褐色土 黄白色及び白色軽石粒（¢1～3■皿）多  
iに混入。  

2層 黒褐色土 黄白色及び白色軽石粒（≠1～3■皿）少  
皇混入。  

土
土
土
土
土
 
 

齢
齢
親
稚
拙
 
黒
黒
黒
暗
暗
 
 
 

層
層
層
層
層
 
 

3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
 

ローム粒子（0．5～1cn）混入。   

ローム土合み6層より明るい。  

O  l  ヱ巾   
」   「   ＿ ＿ ＿ ！   －．」   

第67図3号井戸跡  
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第68図 井戸の遺物  
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4 土 砿（第69・70・71・72図、図版15－1～15－4、表30・31）   

本遺跡で検出された土砿は33基である。いずれも歴史時代以降のものと考えられるが、遺物  

を出土しているものが少なく、また覆土中の出土であるため時代決定はできない。分布は調査  

区の北側に集まる。  

表30 土拡一覧表  

土拡番号  検出グリッド  主軸方向  平面形  

1 A3 N－150E  楕円形  1．47  0．91   25  

1，14  0．79   

7  D－5   44  

26  

9  E5   N310E  〝   1．34  1．12   43  

10  E5  N－180E  J′   1．53  1．45   41  

E－3   楕円形  1．15  0．65   52  

12  E－4   N」）○   瓢たん形  1二08  0．67   47  

13  E4   N560W  円  形  0．94  0．88   33  

14  E2   N640E  不整形  1．32  1．11   31  須恵器蓋出土   

17  

〝     1．06  0．94   16  

19  E－2   N－690－W  不整形  2．37  1．30   23  

／／   1．30  0．90   23  

円  形  0．91  0．88   17  

不整形  2．35  1．75   19  須恵器賓・蓋出土   

23  E－2   N300E   〝   1．22  1．05   27  

24  E2   N－400W   〝   1．21  1．06   24  須意器杯出土   

25  ・E－2   N－800－E  瓢たん形   30  

26  E3   N」）○   ／ケ   21  

27  E－2   N－740－E   〝   1．11  0．65   36  土師器・須恵器杯出土   

28  F2   N150W  円  形  0．78  0．71   9  

29  F－2   N－360－E  不整形  1．07  0．72  ‘19  

30  E2，F－2  N5lOW  楕円形  1．34  1．01   34  

31  F2   N－780【E  不整形  1．34   38  

32  F－2   N－380－E  瓢たん形  1．44   40  

33  J4   N71DE  楕円形  2．16  1．26   34  2号溝状遺構よりも古い   
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旦感暫・重囲  

L＝120．50m  L＝120・50n  L＝120．50m  L＝120．50m   

A A′ 「 J  
4号土砿  

A  ′  A′  

ヰ   皐      U ‾＼」√  

A  A′  

「 J  
3号土砿  

2号土士広  1号土砿  

二一  

L＝121．50m  

A ′  

‾「こ ノさ√  
7号土l広  

l一丁⊥こ   
L＝120．50m  

A  

A A′    二  」  

L＝1ZO．50m  

5号土塊  

6号土拡  

・lこl  ・・≠  二一三、‾   
L＝120．50m  L＝120．50m  

A  A－  A  A‘  A  

靡阜′   

L＝120．20m  

AA‘ 「＼－、・・．＿√一‾  
11号土砿  

L‥120．50m  
A′  

」  「  
8号土砿  

「 J  「」一√√  
9号土砿  10号土砿  

0  1  2m   

第甜図 土 砿（l）  
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皇居全国梨  
ど宰〕  

L＝120．50m   

A  

し「′‾   
12号土砿   

L＝120・50m  L＝120・00m  L＝120，00Tn  

A  A′  A  A’ A  

r」ノ√ 「＼J  
14号土砿  

13号土砿  

15号土拡  

′ ニニ三  
A  L＝120．00m  

L＝120．00m  L＝120．00m  L＝120．00m  

A′  A  A‘  

A A■  A     し ‾    〕     ‾「    J  
16号土堀  17号土拡  18号土砿  

19号土砿  

≠  二て‾二、㌻ニ  
L＝120．00m  L＝120．00m  

＾  Ar A  A′  A L＝120．00m  
L＝120．00m  

A′  A  A′  

‾＼．）ノー‾  
23号土砿  

22号土砿  21号土砿   
20号土堀  

0  1  2m   

第70図 土 拡（2）  
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車・モ  弧  

A′全（重い′  

L＝120．00m  L＝120・00m  L＝120．00m  L＝120．00Iれ  

A些′ ‾「＼・、ノ十‾‾  
27号土砿   

A A′  

26号土成  AA／AA′ 二＼」ノ戸二＼  J   二、一二ニノニ  
24号土砿  25号土砿  

全 邸－ぜ眉芦 A   

L＝120．00m  

A A′ －tノ√  
31号土砿  

L＝120．00m  

A A■ 「＼ノ√  
30号土砿  

L＝120．00m  L＝120．00m  

A  旦ノ  A  A一  

‾、  
「」ノr  

29号土砿  

2号溝状遺構  

院芦・   

L＝120．00m  

A A′  

「＼＼、＿′ノー  
32号土砿  

A  L＝119．00m  

㍊号土砿 ＝ 1 

2m          ∠ 

．  

第‖図 土 拡（3）  
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表31土砿出土遺物嘲察表  

、亡ミ 一一■J  器 種  法量♭）  器形の特徴  整・成形の特徴  胎 土  色 調  焼成  備  考   
口  須 恵   白色鉱物  

蓋   を少量含  
底径－   む。   覆土   

2   白色・黒   
蓋  口径16．7  須  恵  器高2．6  口縁郡垂直ぎみに折れ曲  ロクp成形。    灰色  還元  22号土拡  

底径   含む。   覆土  

3  須 恵   胴部片。   白色鉱物  
賓  外面平行叩き日。 内面同心円状のあて具  

痕。  む。   覆土   
胴部片。   外面平行叩き日。  白色鉱物  

須  恵  内面同心円状のあて具  
棄  痕。  む。  覆土   

5  須  恵  器高   
杯   体郡内樗して立ち上が  ロクP成形。   灰色  還元  24号土砿  

口径12．2  む。   覆土  
底径－   

6  土  師  器高3．1  平底ぎみの丸直：‾‾有罪丙‾  外面底部へラ削り。   白色鉱物   
杯  口径11．2  湾して立ち上がり、ロ縁  内面ナデ。   褐色  酸化  27号土拡           を少量含  

底径   部直立する。  む。  覆土   
7  須  恵  器高 一  平底。休部直線的に外傾   

杯  口径－  ロクロ成形。  砂粒・白  灰褐色  還元  27号土拡  
底径軋5   少量含  覆土  

む。   
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第72図 土砿の遺物   

5 道路状遺構   

道路は1条検出されている。近所の人の諸によると昭和初期まで道として利用されていたと  

言う。  

一号道路状遺構（第73図、図版16－2・16－3）   

調査区北東から南西方向に向かう。道巾は2．2m。北東側は表土層直下の検出のため不明瞭  

であり、硬化面を一部検出したが、南西側では硬化面が明瞭にとらえられた。  
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1号道路状遺構  

L＝119．50m   

1  A‘  

Ⅰ層黒褐色土 表土  

1号溝状退構  

L＝119．50m  

A  

l    ‾‾「し二⊥＿＿＿一二＝ニコ「‾   

1■ ■♯色土 日ーム粒子を少土合む、しまりあまりな  
い。  

3    4  

1層 暗褐色土 ローム粒子を少量含む、しまりあまりな  
い－  

1居 暗黒褐色土 ロ・ム粒子、白色軽石を含む。弱粘性、  
しまり良。  

2層 暗 褐 色 ローム粒子を含む。  
3眉 暗褐色土 2層より少し明るい。粘性なし、しまり  

良。  
4層 暗茶褐色土 ローム粒子をやや多く含む。粘性あり、  

しまり良。  

0  

＝ 
1  2m  

l  

第73匿Il号道路状遺構、t・2号溝状遺構  
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6 溝状遺構   

溝状遺構ほ2条検出されている。いずれも調査区南東側で検出され、掘り込みは不整である。  

一号溝状遺構（第73図）   

調査区東側Ⅰ3グリッドで検出。東側へ延びていくものと思われる。巾1．5Ⅱ1、深さは  

15cmである。覆土は単層で遺物は出土していない。  

2号溝状遺構（第73図、図版16－4）   

調査区東側で検出された。巾2m前後、長さ32m、深さは最大で50c皿。   

7 遺物外出土の遺物（第74図、図版21・22、表32）   

本道跡で検出された遺構外の遺物は少量で、その殆どが撹乱等からの出土であり、時期的に  

も住居跡と同時期のものが多い。  

表32 遺構外出土遺物観察表  

4  土  師  外面底部及び休部下端へ   G－0グリッ  
ラ削り。  緻密  茶褐色  酉糾ヒ  
内面ナデ。  
Pクロ成形。底部回転糸  白色鉱物  J－3グリッド  

灰鴇色  還元  

6  須  恵  器高  口綾部強く「く」の字状  pクロ成形。外面肩部平  白色鉱物   M－0クリッ  
要   （6．1  灰色  還元  

口径18．2  む。  
底径   

丁  古  銭  径 2．4  寛永通宝  M－0グリッ  
ド   

ニニ三∃  

第74図 遺構外出土の遺物  
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8 墨書土器・線刻紡錘車について（図版21、表33）   

出土した墨書土器は18点、線刻がある紡錘車は2点である。このうち同一土器に同一文字が  

書かれているものが5例ある。線刻紡錘車は本遺跡と近接する大久保遺跡（注1）で「大田部  

□岳子」と記されたものが出土している。   

墨書土器・線刻紡鍾車については平川南氏に御教示いただき、ここではそれを以下に一覧表  

とした。  

表33 墨書土器・線刻紡錘車一覧表   

墨書土器  

No．  住居跡番号  遺物番号  器種・器形  墨書部位   釈  文   

ロ  2号住   6   須恵 杯  休 部 外 面  不明   

2  3号住   土帥 封、  休部外面横位  「院」  
体部内面横位  「院」   

田  3号住   3   土師 杯  休部内面横位  「院」ヵ   

4  3号住   8   須恵 杯  休部内面正位  「院」   

5  3号任   9   須恵 杯  体部 外 面  不明   

6  3号住   

7  3号住   

田  4号住   

9  7号住   

10  12号住   2   土師 杯  底 部 外 面  「千」   

田  14号住   須恵 杯  底 部 外 面  「車」  

底部 内 面  「車」   

12  14号住   4   須恵 杯  底部 外 面  不明   

四  14号住   7   土師内窯杯  休 部 内 面  「千」  

底 部 外 面  「千」   

14  20号住   16   土師 杯  底 部 外 面  記号「ム」  

底 部 内 面  同じ記号ヵ   

田  20号住   17   土師 杯  底部 外面  「前涌」  

底 部 内 面  「前滴」   

16  グリッド   土師 杯  休部内面正位  「寺」ヵ   

17  グリッド   2   土師 杯  底 部 内 面  不明  

底部 外面  不明   

18  グリッド   3   土師 杯  休 部 内 面  判読不明   

特徴  01つの土器に同じ文字を2ヶ所に記す  

○内面に記すものが目立つ  

○休部外面に文字を記す例は比較的少ない   

線刻紡錘車  

ロ  20号住   

同  20号住   

石力闘石㈹  

注1．平田貴正・折原洋一 「昭和59年度荒砥北部遺跡群発掘調査概要」群馬県教育委員会1985  
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9 銅印について（表34）  

（1）荒子小学校校庭Ⅱ遺跡出土銅印の蛍光Ⅹ線分析結果  

国立歴史民俗博物館情報資料研究部 永嶋 正春  

1 はじめに   

標記の資料について非破壊的手法による材質分析を実施したので、ここにその結果を報告す  

る。分析には、歴博に設置している大型試料用波長分散型蛍光Ⅹ線分析装置並びに文化財用Ⅹ  

線回析装置を使用したが、それらの詳細についてはここでは省略する。   

なお鋼印の印面のごく一部には赤色が認められたため、押印時の印肉素材の可能性をも併せ  

て検討した。  

2 結  果   

蛍光Ⅹ線分析により検出された元素は次のようなものである。   

銅（Cu）ヒ素（As）銀（Ag）鉄（Fe）チタソ（Ti）鉛（Pb）ビスマス（Bi）アンチモソ  

（Sb）金（Au）カルシウム（Ca）ケイ素（Si）カリウム（K） 7ルミニウム（Al） イオ  

ウ（S）   

それぞれの元素のピーク強度で言えは、銅は非常に強く、ヒ素ほ銅に次いで中程度に強く、  

銀、チタソ、鉛、カルシウム、ケイ素、カリウムは弱く、ビスマス、アソチモソ、アルミニウ  

ム、イオウは更に弱いものの確実に検出される。金はきわめて微弱ではあるが、一応確認でき  

るものと考える。鉄は印面部の分析では鋼に次いで大きなピークを示すものの、その他の部位  

では銀と同じ程の強度に低下している。   

これらほ、分析の方法上、資料のごく表面部分についての分析結果であり、また元素の存在  

量を厳密に定量的に扱うことはできないが、おおよそ銅印の素材については把握できるものと  

考える。すなわち、鋼印はヒ素を若干量（恐らく10％をある程度下回る量であろう）含む青銅  

で、その中には不純物として銀、鉛、ビスマス、アンチモソなどを含んでいる。鉄やチタソ、  

カルシウムなどは、鋼印本体以外に土汚れなどからも検出されることが期待でき、従ってこれ  

らの元素によって本体素材を特徴づけることは困難である。   

印面に見られる赤色であるが、上記の元素内容から、まず朱（赤色硫化水銀）であることが  

否定される。また赤色部を中心としたⅩ繰回析データについて検討した結果、印肉顔料と想定  

される3種の赤色顔料即ち朱、べんがら（赤色酸化鉄）、鉛丹（四三酸化鉛）のいずれのピー  

クも見い出し得なかった。廟徴鏡による当該部の観察では、赤色顔料の付着と考えるよりはむ  

しろ本体の腐食生成物と見なした方が自然な状況であった。以上のことから現時点に於いては、  

印面に認められる赤色物は一酸化銅（Cu20）と判断する。Ⅹ繰回析ピークとしては、これに該  

当するものが確認できないが、これは結晶性が悪いためと考えたい。なおこれらの事実関係に  

ついては、機会を改めて再確認したいものと考えている。  
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（2）群馬県内出土銅印  

本遺跡から銅印が1点出土した。群馬県内で既に発見された古代の銅印は知られているだけ  

でも7点で、本遺跡出土のものは8例目となる。また、本遺跡の出土状況ほ他例と比べ、所属  

時期、出土場所が明確であり、この点でこの印章ほ本遺跡のみならず、平安時代前半の荒砥地  

域一帯の性格を特色づける遺物である可能性が考えられる。   

印章ほ木内武男氏に鑑定いただき、玉稿を賜った。   

「楓型の印面に直接連字に彫った楓型鋳造」による古銅印の一例である。   

全体の形状、叙形など、またとくに印文の素朴なところに却って大和古印としての液味掬す  

べきものがある。   

なお、印面の方3．Oc皿は当時の1寸に相当し貞観格の「私印は1寸5分を限りとなす」の候  

文により私印と認められる。印文ほ姓名のいずれか1字を意味しているものと考えられる。   

群馬県内出土銅印については前沢和之氏に御教示いただき、ここでほそれを以下に一覧表と  

した。   

表34 群馬県内出土銅印一覧表  

印  文  出 土 場 所   規模と形状   備  考   

『物部私印』  高崎市矢中村東遺跡（注り  印面3．7c皿四方、全高4．2cm  朱色の付着物残存。  

菩釦有孔   平安時代初期   

『匝］長私印』  利根郡利根村大字高戸字小  印面4．Ocln四方   叙が欠損   

二□   
沢（注2）   苔鶏頭釦有孔   平安時代   

『延別［垂］印』  藤岡市中粟須   印面4．3cmx4．2c皿、   釦孔が四角形  
現高2．4cm  平安時代   
弧紐有孔  

『艦玉大神』  安中市板鼻町板鼻社廃   印面5．2c皿四方、全高5．2cm  平安時代  
址（注3）   苔鉦有孔   

『朝』   利根郡月夜野町薮田遺   印面2．6c皿×2．55cm、   朱色の付着物残存  
跡（注4）   全高3．1c皿  平安時代   

菩鉱石孔  

『百』   富岡市宇田字恵下原（採集）  印面2．4c皿四方、全高2．6cm  

蒼鶏頭鉦有孔   

『酒』   前橋市総社町山王廃寺   印面2．8c皿四方、全高3．Oc血  平安時代前期  
跡（注5）   蒼鉛有孔、紐基部に2本の  

線   

注1．『矢中遺跡叫矢中村東遺跡』高崎市教育委員会  
注2．富田 篤・水田 稔『利根村で発見された古代「銅印」』『群馬文化』1984  

注3．木内武男『印章』柏書房1983  

注4．『薮田遺跡』群馬県埋蔵文化財調査事業団1985  
注5．『山王廃寺跡第5次発掘調査報告書』前橋市教育委員会1979  
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Ⅵ ま と め  

本遺跡では住居跡、掘立柱建物跡、井戸跡、土拡、溝状遺構、道路状遺構が検出された。こ  

の中で溝状遺構、道路状遺構は時代不明であるが、他の遺構は奈良・平安時代に包括されるも  

のと思われる。ここでほ住居跡出土の遺物を中心に集落の変遷をさぐってみる。  

1 住居跡出土の土器について（第75・76・77図）   

第Ⅰ期 21・25号住居跡   

土師器杯・葉、須恵器杯が検出されている。土師器杯は丸底で、口縁部に弱い稜を持ち、直  

立して立ち上がるものと、内湾して立ち上がり、そのまま直立するものが認められる。聾は器  

肉が薄く、口縁部が「く」の字状に強く外反する。須恵器杯ほ器高が低く、休部は直線的に外  

傾する。底部は回転へラ切り後、周縁部をへラ削り調整する。   

第Ⅱ期 6・7・9・tO・t2・17・23号住居跡   

土師器杯・璽、須恵器杯・蓋・硯等が検出されている。土師器杯ほ平底に近くなり、ロ綾部  

は外債ぎみになる。璽ほ口縁部の外反はやや弱まり、最大径は胴上半部にある。須恵器杯は第  

Ⅰ期よりやや器高が高くなり、休部は直線的に外傾する。底部は回転糸切り後、周縁部を回転  

へラ肖りりするものと、無調整のものがある。蓋ほ偏平なつまみを持ち端部は屈曲する。他に円  

面硯の破片が出土している。   

第Ⅲ期18・20・26号住居跡   

土師器杯・賓、須恵器杯・高台付椀等が検出されている。土師器杯はほぼ平底で器肉が薄く  

休部は直線的に外債する。賓は口縁部が「コ」の字状になりつつある。又小形の台付聾と思わ  

れるものもあるが共に器肉は薄い。須恵器杯は休部が直線的に外傾するものと、内湾ぎみに立  

ち上がるものが認められる。底部ほ回転糸切り無調整である。椀ほ高台部が短かく「ハ」の字  

状に開き、底部ほ回転糸切り後、高台を取り付け、周縁部を調整している。   

第Ⅳ期 4・5・1柑・19号住居跡   

土師器杯・聾、須恵器杯、高台付椀・皿等が検出されている。土師器杯は平底で器肉がやや  

厚くなり、休部は直線的に外債する。璽は「コ」の字状口縁である。須恵器杯は体部ほ直線的  

に外債し、底部は回転糸切り無調整である。椀は高台付部ほ「ハ」の字状に開き、底部は回転  

糸切り後、高台を取り付け周縁部を調整している。皿ほ底部付近の器肉が厚い。   

第Ⅴ期 3・8・‖・14・15号住居跡   

土師器杯・高台付碗・賓・甑、須恵器杯・高台付椀・皿、灰粕陶器碗・皿等が検出されてい  

る。土師器杯は平底で器肉が厚くなる。休部は直線的に外傾する。高台付碗は内黒処理をほど  

こしたものが多く、高台部が「ハ」の字状に開くものと、直立ぎみに立ち、器高が高くなるも  

のがある。賓は大形のものと小形のものがあり、口縁部ほ「コ」の字状を呈し、器肉厚くなる。  

須恵器杯は休部が直線的に外債し、底部は回転糸切り無調整である。高台付椀は高台が太く短  

かく、高台取り付け後の調整は雑である。灰粕陶器椀は高台部は三日月状を呈し、刷毛塗りで  

ある。他に3号住居跡から銅印が出土している。  
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第Ⅵ期 2号住居跡   

土師器杯・餐、須恵器椀等が検出されている。土師器杯は底部が「砂底状」を望し、体部は  

直線的に外債する。璽は器肉が厚く、口縁部は短く外反する。   

以上概要したが、実年代は第Ⅴ期の灰粕陶器椀が光ヶ丘1号窯式に比定でき、9世紀末菓前  

後と考えられる。他の時期であるが、土師器賓の漸移的変化から第Ⅰ期を8世紀中葉から後半  

代に、第Ⅳ期を10世紀初頭から前半と考えたい。   

2 集落の変遷について（第78圃）   

本遺跡の周辺には勢多郡衛と推定される上西原遺跡（注1）があり、他に大久保遺跡（注2）  

や中鶴谷遺跡（注3）など奈良時代から平安時代にかけての集落跡が調査されている。本遺跡  

検出の住居跡もこれらの集落の一端を担うものと考えられる。カマドが検出された住居跡のう  

ち、3号住居跡のみが北側に位置し、他はすべて東側に位置する。  

（注1）松田猛ほか「上西原・向原・谷津」群馬県教育委員会1986（注2）72P（注1）に同じ。（注3）柳久  
保遺跡群Ⅵ 前橋市埋蔵文化財発掘調査団1988  
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第78図 集落変遷図  
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図版1  

遺跡遠景（赤城山を望む）  

Eヨ荒子小学校校庭Ⅰ・Ⅱ遺跡   



図版2  

1．荒子小学校校庭Ⅱ遺跡空中撮影（左がⅡ遺跡、右が荒子小学校）  
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図版3  

1．荒子小学校校庭Ⅱ遺跡北側（南から望む）  
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図版4  

1．1号住居跡  

2．2号住居跡  

3．2号住居跡カマド   
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1．右上 7号住居跡   

左下 8号住居跡  
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